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Varlat10n ln leaf shape of Dendranthema lnd一CWm Var aphrodite ln

oo7,akal (part) scale bar Indicates 5cm (Nakata 良 Takeuchl)

(未練の説LlVJ )

大境産サンインキク個体群の葉形の変異(部分).

スケールは5cm (TTIM･竹内)
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富山県中央植物園研究報告

氷見市大境産サンインギク個体群の変異

中田政司1)･竹内　基2)

1)富山県中央植物園　〒939-2713富山県婦負郡婦中町上轡田42

2)氷見市海浜植物園　〒93510031富山県氷見市柳田3583

Var･iations in Dendranthema indicum var. aphrodite Population

in Oozakai, Himi City, Toyama Pref.

Masashi Nakatal) & MotoI Takeuch12)

l) BotanlC Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada, Fuehu-maehl. Ne1-gun, Toyama 939-2713. Japan
2) H.ml Seaslde BotamCal Garden,

3583 Yanalda, Hlml Clty, Toyama 935-0031, Japan

Abstract MorphologlCal and eytoLoglCal observations Were made on lndlVlduals

composlng Dendranthema tndlCum Var aPhrodtle population ln Oozakal, Hlml Clty,

Toyama Prefecture They show morphologlCal dlVerSlty ln leaf shape and flower

characterlStleS, Such as ray floret color, head dlameter, number of ray florets,

number of involucral brac上s, etc Among the 30 1ndlVlduals studled, 18 were

hexaplolds wlth 2m-54, ll were hexaplold-aneuplolds (2m-5乙52+lB, 53, 55

and 54+1B) and the rest one was nonaplold-aneuplold (Zn-81+1B) They

show wide range ln pollen stalnab111ty from 17.5 to 98 1 % (mean±S･D･, 698±

241) wlthln and around the population. garden Chrysanthemums (D,

grandtj7orum) Were frequently observed at house gardens or crop f.elds･

posslble polllnatOrS, hover fly (Episyrphus balleatus) and fly (SEomorht7W dwolor),

were commonly collected on the heads of both taxa Since garden chrysanthe一

mums are consldered to belong to hexaploid-aneuplold complex often wlth B

chromosomes, the D. tndwum var aphrodite populatlOn mlght have been derlVed

from natural hybrldizat10n between D lndlCum Wlth hexaploid cytotype and

cultlVated (or escaped) garden chrysanthemums

Key wordsI Chromosome number, Dendranthema mdwum var aphrodite, hybrト

dizat10n, pollen stainability, morphologlCal varlatlOn
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サンインギクは1931年11月11日に石見安

濃郡佐比売(現在は島根県大田市)の地田

で採集されたものをタイプとして記載され

たもので､シマカンギク(2m-36､四倍体)

に似ているが頭花が3-4cmと大きく､

舌状花は1列または2列で黄色または白

色､染色体数が2m-54 (六倍体)である

点で異なることから､最初新種chrysan-

Lhemum aphrodtte Kltam　とされた(北村

1934)｡その後､種を大きく考えてシマカ

ンギクの変種と取り扱うべきとの見解から

C uldtcunl L War aPhrodiEe (Kltam) Kltam

とされたが(北村1956)､北村(1967)に

は｢30年間所にふれて頭をなやますが､未

だに種とすべきか､変種とすべきかについ

て迷っている｣と書かれており､実際､キ

ク属の組み替えに伴ってDendranthellW

aphrodlte (Kltam ) Kltam　と再度種にされた

が(Kltamura 1978)､最近はシマカンギク

の変種D川dlCum (L) Des Moul var apjm-

dlJe (Kltam) Kltam　として､ LLI口県の島田

川から西の瀬戸内海沿岸と富山までの日本

海沿岸に分布するとされている(北村

1981)｡しかしその実体については､タイ

プが山田の境の石垣(北村1967)という

人為的な環境に生えていたもので舌状花に

半八束のものや白色のものがあるというこ

とから家菊(-キクDendranlhema grandt-

fLorlull (Ramat) Kltam o以下庭や畑に栽培

される園芸菊の意味で使う)との雑種性が

疑われること､シマカンギクに四倍体と六

倍体とがあって外見からは識別できず､サ

ンインギクの分布域とされる地域の中にシ

マカンギク四倍体がみられたり､サンイン

ギクの分布域とされてない九州北部や近畿

地方にもシマカンギク六倍体が分布するこ

となどから､シマカンギク群全体の分類学

的再検討の中で明らかにされる必要がある

と指摘されている(田中･下斗米1978､

中田他1987)0

No3

このサンインギクが富山県に産すること

は北村(1934)の原記載にも載っており､

北限の産地として御旅屋大作採集(鼓田村
-現在の氷見市､ 1934年11月16日)の標本

が引用されている｡進野･大田(1966)に

は､ ｢大境､薮田沿岸と雨晴に分布し､黄

花が大部分で八重喋であるo稀に白花もあ

り､雨晴が北限｣とあり､進野(1973)は

｢氷見海岸薮田の岸壁に懸崖の姿で黄と白

の半八重の中菊が岩肌を飾っている｡もと

は雨晴雌鳥の陸地側を黄花がおおっていた

し､対岸の岸壁には白の一株が絶壁から海

をのぞいていた｡ -その後両所とも消滅し

かけ､有志が弁慶岩に移植したのが生き残

っている｣と記している｡ ｢八重あるいは

半八重で中菊､黄花と白花がある｣という

内容は北村(1934)のサンインギクによく
一致するが､それはそのまま氷見のサンイ

ンギクの雑種性を暗示するものであり､過

去に家菊との自然交雑があったことを想起

させる｡進野(1973)は開発や乱獲による

サンインギク個体数の減少を危倶し､分布

の北限という重要性からも保全の必要を訴

えているが､種の保全を図る上では家菊と

の交雑による遺伝的汚染も大きな問題であ

る(中田1989､ 1994)｡いずれにしろ保全

の第一歩としての実態調査はこれまで行な

われておらず､染色体数の算定もされてい

ない｡今回､サンインギクの実体を解明し

保全を図る目的で､氷見市の個体群につい

て分布､外部形態､染色体､訪花昆虫の観

察を行なったのでその結果を報告するo

材料および方法

1.現地調査

調査は比較的自然環境が保たれ､まとま

った個体群のある氷見市大境の遊歩道に沿

って行った(Flg 1)D調査E]は1997年11月

14日である｡なお､サンインギクは氷見市
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Fig 1 DIStrlbut10n map Of eolleeted Dendranthema lndwu7n Var. aphrodite

(numbers 1-30) and observed garden chrysanthemums (Solld stars) im

oozakal, Hlml Clty, Toyama Pref Symbols represent colors (ln co°e of

the Methuen HandbooI"f Colour) of ray florets. solid clrCle-ZA8, solld

square-2A7, solld trlangle-2A6, open tr.angle=2A4･ Open square=

ZAZ, open clrCle wlth dot-ZAl十2A2, Open clrCle=2Al･ Dotted areas

show resldence or buslneSS areas
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薮田から大境にかけての国道160号線沿い

にも点々と残っているが､生育地は人工的

な道路法面であり､舌状花が紅色のものや

八重のものが見られるなど家菊との交雑の

影響が明らかで､立地的にも採集が困難で

あることから調査の対象から除外したo

現地では変異の全容を捉えるため個体群の

ほほ全域から開花株30個体を採集し､地図

上にその位置を記録した｡採集にあたって

は1株から1 -2本の茎を株分けの要領で

採取しただけなので､個体としての存続に

は影響を与えてないo調査にあたり能登半

島国定公園特別地域内におけるサンインギ

ク採取の許可をいただいた関係各位に感謝

申し上げる｡

生育状況と形態から家菊との交雑が懸念

されたので､サンインギク個体群の周囲に

ある家菊の位置を併せて記録した｡家菊は

概ね50本以上の地上茎を有する株を1点と

して記録し､植栽が連続している場合は数

十株であっても1点で示した｡

実験室へ持ち帰った個体は葉と頭花につ

いて観察を行い､地上部を乾燥標本とし､
一部の頚花を液浸標本とした｡また地下部

は鉢植えとし､発根させて染色体の観察を

行った｡

2.外部形態

観察を行なった葉は茎の中･上部で最大

のもの1枚であるo　また代表的な頭花を1

個選び､舌状花冠の色､花校長(pL)､頭

花径(HD)､給電径(ID)､給電片総数(JBN)､

給電外片長(OIBL)､給電内片の長さ(IIBL)

と帽(IIBW)､舌状花数(RFN)､舌状花の

花弁の良さ(RFL)と幅(RFW)を計測した｡

計測は生の頭花について定規を使って目視

で行ない､花梗長､頭花径､給電径はnlm

学位で､給電外片の長さ､給電内片の長さ

と幅､舌状花の良さと帽は0.5mm単位で記

長講したo　舌状花冠の色の表記はuMethuen

Handbook of Colour''(Kornerup 良 Wanseher

No3

1978)に従った｡

3.染色体

染色体の観察は根端分裂組織を用い､ 2

mMの8-オキシキノリン(16℃)で5時間

前処理し､ 1:3(Ⅴ/V)の酢酸エタノール混

液(5℃)で20-44時間固定後､酢酸オル

セイン染色一押し潰し法によってプレパ

ラートを作成した｡染色体数は2細胞以上

での確認によって算定した｡

4.花粉稔性

液浸標本とした頭花から小花数個(5個

以上)を取り､スライドグラス上に押しつ

けて花粉を取り出し､ラクトフェノールー

コットンブルーで染色した｡顕微鏡下で細

胞質が濃青染されたものを稔性花粉とみな

し､ 500粒以上についてPollen stalnablllty

(%)を算出した｡

5.訪花昆虫

サンインギクと家菊の交雑の可能性を調

べる目的で訪花昆虫の観察を行なった｡ ll

月28日､ 12:00-15:00の間に調査地のサ

ンインギクおよびサンインギク個体群中の

家菊の頭花上に止まっていた昆虫を捕虫網

で採集し､種類を調査した｡量的な記録は

行っていない｡採集した昆虫を同定いただ

いた富山市科学文化センターの根来　尚博

士に厚く感謝申し上げるQ

結果および考察

1.サンインギクと家菊の分布

採集したサンインギク30個体と､観察さ

れた家菊の位置をF)g lに示したoサンイ

ンギクは大境ビジターセンター妾の崖上･

下(個体1-4)から九殿浜遊歩道沿いの

法面･路傍(同5-30)に断続して見られ､

東西350m､南北600m､海抜0 -40mにお

よぶ個体群を形成していた｡個体4から5

の間には駐車場,白山神社､人家があり､

それらの北側の屋上にも多数の個体が見ら
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れたが､生育地が切り立った崖の上で近づ

くことができず､詳しい観察･採集はでき

なかった｡

観察された個体の多くは地上茎が致本一

十数本(数十本)観察されたので数年以上

経過していると思われたが､中には地上茎

が1本t=けで高さが20cnlに満たない未開

花個体もあり､種子による繁殖も行われて

いることが推察された｡

一方､家菊は大境の集落のほとんど全て

の家の庭または畑で栽培されており､開花

の盛りであった｡また､展望広場に至るま

での九殿浜遊歩道の周囲の畑にも露地構え

で多数の家菊が栽培され開花していた｡さ

らに､サンインギク個体群の北側に位置す

る県営栽培漁業センターと国民年金健康保

養センター｢ひみ｣の周囲､および近くの

畑にも多数の家菊が栽培されていた｡これ

らの状況から､大境のサンインギク個体群

は､家菊の栽培または逸出個体群によって

取り囲まれ､また個体群の中にも侵入を受

けているといえる｡

2.外部形態

1)莱:調査した30個体の乗のシルエッ

トをFlg 2に示した｡葉柄の長さは菓身と

ほぼ同じもの(個体2)から1/4 (個体13)

程度まで変異し､基部に托葉がみられたが､

その大きさには痕跡状(個体5)のものか

ら切れ込みをもつもの(個体29)まで変異

がみられた｡葉身は多くは5中裂(個体4)

ないし5深裂(個体1)するが､ 3深裂(価

体5)や中間的な形態(個体6)も観察さ

れた｡また､葉の裂片の幅の狭いもの(個

体5)や広いもの(個体4)､鋸歯が鋭角

になるもの(個体2)や鈍角になるもの(価

体23)など様々な変異が見られた｡

キク属では､ワカサハマギクD Japontcum

(MaklnO) Kltam. Var u'akasaense (ShlmOt0-

mal) KltamおよびノジギクD. occtdentall_

]aponense (Nakal) Kltamにおいて個体群内

の葉の変異が大きいことが知られているが

(下斗米1935､田中1967)､これらはリュ

ウノウギクD ]apomcum (MaklnO) Kltanl

とシマカンギクまたはキクタニギク　D.

boreaLe (MaklnO) Kltam　とから導かれた雑

種起源と考えられている｡また､ナカガワノ

ギクD. yoshlnaganlhum (MaklnO eX Kltam )

Kltam　とシマカンギク､シオギクD.shluり-

gzku (Kltam) Kltam　と家菊､イソギクD

paclftcum (Nakal) Kltam　と家菊との雑種個

体群では葉形にいろいろな型が見られるこ

とが報告されている(Tanaka 1960, Tana-

kaeta1 1985)o大境産サンインギク個体群

に上記のような乗の変異が見られたこと

は､この個体群の雑種性を示唆するものか

もしれない｡ただキク属の葉の変異につい

ては､形態が着部位によって異なり(丹羽

1930)､栄養状態､光条件､温度条件など

の環境要因によっても変化するという報告

があり(cf Schwabe 1959)､厳密には同一

環境下で比較栽培した同じ部位の葉で議論

する必要がある｡この点に関して採集した

個体を栽培して検討する予定である｡

2)頭花:観察した30個体の頭花を写臭

でFlg 3に示し､舌状花冠の色､頭花の10

形質の計測値とそれらの変異の幅(Mln-

Max)､平均±標準偏差(Mean±SD.)､

変動係数(cv)をTablelに示したo　写

真で明らかなように舌状花の色､頭花の直

径､舌状花の形態と数には個体間で大きな

変異が見られ､頭花が大きく舌状花が白色

でリュウノウギクやノジギクに似たもの

(個体8､ 18)から､シマカンギクに似て

頭花の小さいもの(個体17､ 27)まで多様

であった｡

舌状花の色はMethuen Handbook of Coレ

ourのコードで2Al (white)が9個体､ 2A2

(yellowISh whlte)が3個体､ 2Alに2A2の

条が入るものが3個体､ 2A4 (pastelyellow)

が1個体､ 2A6または2A7 (yellow)が6
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Flg 2　Leaves of DendyanEhema mdtcum var aj)hyodue collected ln Ooza-

kal Numbers correspond to those ln FlgS 1, 3 and Table 1
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Flg･ 3･ Heads of DendraWhema indicum var. aphrodite collected ln Oozakal

Numbers correspond to those in Figs. 1, 2 and Table 1
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Table 1. MorphologlCal characterlStlCS. Chromosome numbers and pollen stalnabllltleS Of

30 indlVlduals of Dendranthema mdicum var aphrodite Collected ln Oozakal.

Inndo黒.aly.fl･ (ここ)農) (LDm) JB" OIBL -lBL IIBW RF" RFL RFW Chrom no Pollen

(mm) (mm) (mm)　　(mm) (mm)  (Zn)　staln(%)

Mln一　　一　　6-　　18-　　9-　　16-　2.5-　5.5-　3.5-　13-　8.5-　3.0-　　　　　　　17.5-

Max　　　　　　40　　42　　16　　24　　5.0　　8.0　　4.5　　41　18.0　　7.0　　　　　　　　99. 1

Mean　　-　18.8　30.7　11 4　9.6　　3.5　　6.7　　3.9　　21.3　12.6　4.4　　　　　　　69.8

±sD　　　　　±6.7　±5　7　±1.5　±2.I ±0.7　±0.7　±0.3　±5.3　±2,5　±0.9　　　　　　　±24.1

CV　　-　　0.36　0.19 ().13　0.11　0.19　0.09　0.08　0.25　0　20　0.20　　　-　　　0.34

Abbrevlat)OnS PL- Pedunele length. HD- Head diameter. ID-Involuere dlameter. IBN-1nvolueral braet

number, OIBL-Outer LnVOlucral bract length, llBL-Inner lnVOlueral braet length, lIBW-Inner

lnVOIucral braet wldth. RFN-Ray floret number, RFL=Ray floret length. RFW-Ray floret width
'Color Code ln the Methuen liandbook of Colour

''Wlth long)tudlnaHlneS Of ZA2 colr)r

… ●t●. nr anr1 `snl､ represent morphology of the 'B'chromosomes, term)nat, medlan and submedlan

centromene, respeetlヽell

A
 
A
 
A
 
A
 
A

1

　

2

　

4

　

1

　

1

-

･

1

　

8

　

2

　

4

-

8

A
 
A
 
A
 
A
 
A

2

　

2

　

2

　

2

　

2

6

7

8

9

1

 

0

A
 
A
 
A
 
A
 
A

2

　

2

　

2

　

2

　

ウ

山

1

　

2

　

3

　

4

.

5

2

　

1

　

2

　

　

　

　

1

6

　

8

　

1

　

6

　

1

A
 
A
 
A
 
A
 
A

Z

　

2

　

2

　

2

　

2

6

　

7

　

8

　

9

　

n

U

1

 

1

 

l

　

1

　

2

l

　

1

　

2

　

2

　

1

1

 

l

･

l

　

1

　

8

A
 
A
 
A
 
A
 
A

1

1

　

1

1

　

3

　

1

　

1

7

　

8

　

2

　

1

　

8

A
 
A
 
A
 
A
 
A

1

　

2

　

2

　

1

　

1

1

　

1

　

3

　

ハ

U

 

1

0

　

6

　

2

　

2

　

1

1

　

2

　

1

　

1

　

1

0

　

4

　

2

　

2

　

0

8

　

9

　

7

　

c

c

　

8

　

　

1

　

2

　

3

　

c

c

　

8

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

　

2

　

2

　

2

　

1

　

1

9

　

2

　

1

　

2

　

9

　

　

1

　

1

　

3

　

3

　

0

2

　

2

　

1

　

1

1

　

1

0

　

0

　

2

　

3

　

2

4

　

5

　

4

　

4

　

4

5

　

5

　

5

　

5

　

5

m

4

　

4

　

5

　

3

　

B

5

　

5

　

5

　

5

　

1+45

m

5
4
5
4
5
4
柑
5

十8



March1998　　　　　　　　　　　　中田･竹内,サンインギクの変異

個体､ ZA8 (vIVldyellow)が8個体あった｡

Flg.1の位置図では舌状花の色をコード別

に表示してあるが､場所的な偏りは見られ

なかったo

氷見のサンインギクについて進野･大田

(1966)には｢黄花が大部分｣と書かれて

いる｡舌状花冠の色は､ 2A6･2A7･2A8

は黄色､それ以外は白色に見えるため､大

境のサンインギク個体群は黄色舌状花の個

体と白色舌状花の個体の割合が半々のよう

に見えるo従って約30年の間に黄色舌状花

個体の割合が相対的に減っている可能性が

ある｡

サンインギクまたはシマカンギクの外部

形態､特に頭花の形質に関して比較しうる

報告はほとんどなく､標本庫の標本との比

較も､計測の際に頭花を壊さなければなら

ないことから一般に不可能である｡わずか

に徳島県のシマカンギク四倍体個体群とそ

の中に生じた六倍体についての観察例

(Kamlaka&Yonezawa1989)があり､いく

つかの形質を比較することができる｡それ

によると､頭花径､舌状花数､舌状花の花

弁の長さと幅､給電片数､給電片の長さと

幅に関して､六倍体と四倍体(4個体の平

均値)とはほぼ同じサイズであり､自生地

では両者を区別できないとされている｡シ

マカンギクについてのこれらの数値は､頭

花径､舌状花数､舌状花の花弁の長さに関

しては､大境産サンインギク個体群の最小

値に近い値である0 -万､給電片数､給電

片の長さと幅については､今回の観察の平

均値とほぼ同じ値を示した｡個体として形

質の組合わせを見ても､大境産サンインギ

ク個体群の個体21や25は､舌状花数が多い

ことを除けば徳島県のシマカンギクとよく

似ている｡限られたデータからであるが､

大境産サンインギク個体群の変異の中に

は､少なくともシマカンギク四倍体､六倍

体の一部が含まれているとみなされる｡

個体群レベルの分析では､四倍体種のワ

カサハマギク17個体群430個体に関する

データがある(中田未発表)｡種が違うの

で数値を直接比較することはできないが､

変異の程度を変動係数(標準偏差/平均値)

で比較すると､大境産サンインギクの花梗

長､頭花径､舌状花数､舌状花の長さと幅

の変動係数はそれぞれ0.36､ 0.19､ 0.25､

0.20､ 0.20で､ワカサハマギク17個体群に

おけるそれぞれの形質の変動係数の平均値

(0.32､ 0.13､ 0.17､ 0.17､ 0.17)よりも

大きく､逆に給電片数と給電内片の幅では

サンインギクが0.11､ 0.08に対してワカサ

ハマギクが0.16､ 0.14とサンインギクの方

が小さく､その他の形質はほぼ同じ値であ

った｡大境産サンインギクは､変異が大き

いとされているワカサハマギク(Tanaka

1959C)よりも一部の形質に関してさらに

大きな変異を持つ個体群であるといえる0

3.染色体数

観察した30個体の染色体数をTable lに

示した0 18個体は2n-54の正六倍体であ

ったが､六倍体の異数体(2n-52, 2n-

52+18, Zn-53, 2n-54+1B, 2m-55)

が11個体､九倍体の異数体(2n-81+1B)

が1個体観察された(FlgS 4,5)o

サンインギクの染色体数は､原記載(北

村1934)に相島の算定として2n-54で

あることが記されている｡一方､下斗米､

田中らはシマカンギクの細胞学的､地理学

的研究を行ない､シマカンギクとされてい

たものの中に四倍体と六倍体があることを

明らかにし､両者を区別する意味で六倍体

型(Hexaplolde Form. Chrysanthemum ul-

dtcu7nL var hexaplold)をハマカンギクと

いう名前で呼んだ｡一連の細胞地理学的研

究の結果は中田他(1987)にまとめられて

おり､六倍体は天草北部､五島列島を含む

九州北部から､壱岐､中国地方西部に連続

的に広く分布し､飛び石的に岡山県､和歌
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山県にもまとまった分布域を持っている｡

北村(1968)は､これらをサンインギクと

みなしているが､日本海沿岸の島根半島以

東､兵庫､京都､および琵琶湖北岸に分布

するのは四倍体であり､北村の概念でのサ

ンインギクの分布とシマカンギクの六倍体

の分布とは一致しない｡形態的にも､広い

分布域を持つシマカンギクの六倍体は､四

倍体と外見では区別できないものが多く､

サンインギクの特徴である｢頭花が3-4

cmと大きく､舌状花は1列または2列で

黄色または白色｣という個体は各地で点と

して観察されるもので､これらはノジギク

または家菊との交雑で導かれたものと考え

られている(田中･下斗米1978)｡シマカ

ンギク群については､田中･下斗米(1978)､

中田他(1987)に指摘されるように分類学

的な再検討が必要であり､その意味で分布

の北限である富山県の個体群が隔維的に六

倍体であることは分布上極めて興味深い｡

今回観察したサンインギク30個体のうち

40%にあたる12個体が染色体数に異常を持

ち､ 11個体(36.7%)は六倍体レベルの異

数体であることが明らかになった｡倍数レ

ベルの変化を伴わない異数体は､染色体の

分配の異常によってある程度自然界でも起

こっていると考えられる｡キク属野生種に

関する染色体数の報告から､このような異

数体が観察された個体群についてその個体

群あたりの出現塀度を調べると､二倍体種

リュウノウギクで8.3% (2n-19:2m=18-2

:22) (Tanaka 1959a)､二倍体種キクタニ

ギクで3,5% (2n=19:2n-19-2:55日Tanaka

1959b)､四倍体種ワカサハマギクで8.3%

(Zn=34 : 2m=36-1 : ll) (Tanaka 1959C)お

よび4.5% (2n-37:2m=36-1:21)(中田未

発表)､シマカンギク四倍体で9.1% (2n=37

:2n=36-1 : 1()) (Tanlguch) 1987)､六倍体

種ノジギクで8.7% (2m=53&2n-55二2m=54

-2:21)(~ト十米他1956)などとなってお

No3

り､今回の36.7%という数億はこれらに比

較すると極めて大きい｡従って異数性の原

因は内在的なものでなく､異数性をもった

他の個体(群)との交雑によると考える方が

自然である0

4個体においてB染色体(小型で動原体

を持つ染色体を便宜的にBとしたが､詳し

い観察が必要である)が､染色体組中にそ

れぞれ1個ずつ観察された｡このB染色体

の大きさと形態はそれぞれ異なっており､

長さは1.3FLm～2.3FLm､中部動原体型(個

体20､ Flg. 5B)と次中部動原体型(個体24､

Flg 5D)が各1例､端部動原体型が2例(個

体1, 26､ FlgS5A C)であった｡キク属

野生種の自然集団ではB染色体の出現頻度

は低く､キクタニギク109個体で2例

(Tanaka 1959a)､リュウノウギク309個体

で2例(Tanaka1959b)観察されているが､

ワカサハマギク222個体(Tanaka 1959C)､

同276個体(中田未発表)､ナカガワノギ

ク96個体(Tanaka1960)､シマカンギク四

倍体276個体(TanlguChl 1987)の観察で

は全く見出されていない｡従って今回観察

されたB染色体は､互いに形態が異なって

いるという点も加味すると個体群中に偶発

的に生じたものとは考えにくく､複数の異

なった供給源から交雑の結果もたらされた

と考えるのが自然である｡

今回発見された九倍体(2n-81+1B)は､

舌状花冠の色は白色で､給電外片の長さが

個体群中で最大であったが､その他の形質

はではきわだった特徴は見らず､外部形態

から他と識別することはできなかった｡キ

ク属野生種の個体群中に同様な自然倍数体

が見つかった例としては､リュウノウギク

(二倍体)個体群中に三倍体が生じた例

(Tanaka1959b)､シマカンギク四倍体個体

群中に六倍体が生じた例(Kamlaka 良

Yonezavva1989)､ワカサハマギク(rq陪体)

個体群中に六倍体が生じた例(中門　未発
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衣)なと'があり､これらは減数配偶子と非

減数配偶子との受精で生じたものと説明で

きる｡今回の九倍体も､六倍体の非減数配

偶子(∩-54)と減数配偶子(∩-27)の

組合わせで生じたものと推察され､六倍体

種としては初めての記録である｡

4.花粉稔性

観察した30個体の花粉稔性をTable lに

示した｡半数の15個体は花粉稔性が高く､

どれも80%以上あったo　一方稔性50%以下

の個体は8個体みられ､そのうち2個体は

約18%と極めて稔性が低かった｡個体群全

体での平均と標準偏差は69.8±24.1(%)で

あるo稔性が最も高かったのは99,1%､次

いで98.1%でともに2n-54の正六倍体で

あったが､逆に稔性が最も低かった2個体

(17.5%および18.1%)も正六倍体であっ

た｡また六倍体異数体や′ト染色体を持つ個

体でも80%以上の高い稔性を持つものがあ

13

ることから､染色体数と花粉稔惟とに直接

関係はみられなかったU外部形態と花粉稔

件の関係を調べるため､花に関する10形質

の計測値と花粉稔性との散布LXlを作成した

が､直線的な相関関係は見られなかった｡

Flg 6は舌状花冠の色別に､頭花径と花粉

稔性の関係を示す散布凶を描いたものであ

るo　明瞭な相関関係は認められないが､舌

状花色が2A8 (vl＼′1d )･elloⅥ)であるもの

はすべて花粉稔性が約70%以上あり､反対

に2Al (whlte)または2Alに2A2の条が

入るものは変異幅が大きいこと､頭花径の

大きいものは相対的に花粉稔件の低いもの

が多く変異幅が大きいこと､などの傾向は

認められた｡このサンインギク個体群の中

に交雑を起こす前の種が個体として残って

いるとすれば､その個体は高い花粉稔性を

維持したままであると予想されるo　この結

果から判断すると､その種は舌状花冠が黄

20　　　　　　　25　　　　　　　30　　　　　　　35　　　　　　　40

Head dlarTleter (Tnrn)
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Table 2　Flower-vISltlng Insects COllected on the heads of Delldra7llhema

lndtcum var aPhrodlte (DIA) and D grandtflorum (DG)

Insects DIA DG

sYRPHIDAE　ハナアブ科

Eptsyrphtts balEeatusde Geer　ホソヒラタアブ

Euf･eodes/reqTLenS Matsumura　ナミホシヒラタアブ

ErlStaIuluS EarsLIIiS Macqtlart　ホシメハナアブ

Enstalts EenaxLlnnaeuS　ナミハナ77

HeLoPhllus LIWgalus Coqulllett　アシフトハナアブ

cALLIPHOLIDAE　クロバ工科

sEomorhuta dlCOlor FabrleluS　ツマグロキンバエ

AGROMYZIDAE　ハモダリバ工科の一種

TIPILIDAE　カカンポ科の一種

ANTHOMYIIDAE　ハナハエ科の一種

TACHINIDAE　ヤドリハエ科の一種

TEPHRITIDAE　ミバエ科

CamptgLossa hlrayalllae Matsumura　ヒラヤマケプカミバエ

色で頭花の径が′トさいこと､あるいはその

いずれかを特徴として備えていると考えら

れる｡

5.訪花昆虫

サンインギクおよび家菊の頭花で採集さ

れた昆虫のT)ストをTable2に示した｡サ

ンインギクが4種類に対し家菊が9種類と

多かったのは､調査当日がサンインギクの

盛花期を過ぎており､家菊に比べて開花中

の花が少なかったことが原因と考えられ

る｡サンインギクと家菊に共通して採集さ

れたのはホソヒラタアブとツマグロキンハ

エの2種類であったo少なくともこの2種

は､家菊とサンインギクとの間で花粉運搬

に関わっている可能性がある｡なお当日の

調査時の気温は13.6℃と平年の最高気温

12.0℃ (富山地方気象台)に比べるとやや

暖かかったが､天候は曇で風もあったため

調査条件としては良くなかった｡今回は採

集できなかったものの､サンインギクの花

にホソヒラタアブ以外の大型ハナアフが訪

れているのはこれまでにも観察されてお

り､サンインギクの盛花期に晴れた日を選

んで調査を行えば､さらに共通する訪花昆

虫の種類は増えると思われる｡

No3

6.大境産サンインギク個体群の実体

今回の観察から氷見市大境のサンインギ

ク個体群は外部形態の変異が大きく､その

中には頭花の径が小さいことから形態的に

シマカンギクと見倣し得る個体も含まれる

ことが明らかになった｡葉や花に著しい形

態的変異が見られることはノジギクやワカ

サハマギクなどの例もあるが(牧野1933､

Tanaka 1959C)､舌状花冠の色の多様性は

他のキク属の種に例がなく(雑種個体群を

除く)､種としてのまとまりを疑わせるも

ので､異数体が40%と高額度で観察される

ことや､花粉稔性50%以下の個体が27%と

頻度が高いことなども考慮すると､この個

体群が遺伝的に安定して自己を再生産して

いる種個体群であるとは考えにくい｡従っ

て大境のサンインギク個体群は雑種個体群

と判断される｡

この雑種個体群は､異数体は存在するも

ののほとんどが六倍体レベルであり､ 1個

体観察された九倍体も六倍体から生じるこ

とが説明できるので､舌状花冠が黄色と白

色の六倍体どうしの交雑によって生じたも

のと推察される｡日本産野生ギクの中で黄

色舌状花冠をもつ六倍体は､分類学的には

〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

　

〇

　

　

〇

〇

　

〇
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未整理であるが､田中･下斗米(1978)の

いうハマカンギク-中田他(1987)のシマ

カンギク群六倍体､として認識されている

一群であるo先に述べたように､この一群

の主要な分布域は九州北部､中国地方西部

であり､飛び石的に中国地方中央部､近畿

地方にも分布している｡シマカンギク四倍

体個体群中に偶発的に六倍体が生ずること

から(Kamlaka&Yonezawa1989)､飛び石

的に見られる六倍体個体群はシマカンギク

四倍体群中に生じ､競争に勝って一定の分

布域を持つに至ったものと考えられる｡日

本海側では島根県から兵庫県までの間にシ

マカンギク四倍体が点在しており､富山県

に四倍体から派生したシマカンギク六倍体

が存在しても不思議ではない｡現在のサン

インキグ個体群中に､形態的にシマカンギ

クと見徹し得る個体が存在することも､こ

の考えを支持する0 -万､白色舌状花冠を

もつ六倍体種としてはノジギクとイワギク

(D zawadsktt (Herb) Tzvel)があるo　ノ

シギクは西南日本の瀬戸内沿岸と太平洋側

に分布し､イワギクは主として石灰岩地や

高山に遺存的に隔離分布するが､両種とも

富山県内には分布しておらず､交雑に直接

関与したとは考えにくい｡

ここで舌状花数がシマカンギクに比べて

多いことや染色体数の変異を考慮すると､

家菊の存在が浮かびあがるo家菊の染色体

数は2m-36､ 45-75+B､ 85までの幅広

い変異を持つがモードは六倍体であり､複

雑な六倍性異数体群と考えられている

(shlmOtOmal 1933, DowrlCk 1953,遠藤

1969a,b)｡また､染色体断片やB染色体の

存在も多数報告されていて､遠藤(1990)

によると品種によって1.5-21.3%､平均

では10.9%の頻度で出現し､普遍的である

とされている｡今B]､異数体やB染色体を

もつ個体が高頻度(40%)で観察されたこ

とも､家菊が交雑に関与したと考えれば理
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解できる｡状況的にも､サンインギク個体

群の周囲および中に家菊が栽培されてお

り､両種に共通する訪花昆虫が存在するこ

とから､現在も自然交雑が起っており､過

去にも起ったであろうことは想像に難くな

いL｡先に述べたように､サンインギクの実

体についてはシマカンギク群の再検討の中

で解明が必要であるが､大境のサンインギ

ク個体群はシマカンギクの六倍体と家菊と

の交雑によって生じた雑種個体群であると

考えられ､現在も継続的に家菊による遺伝

的干渉を受け続けていると推察される｡

文献についてご教示いただいた前富山大

学教育学部教授長井真隆氏､鳴門教育大学

自然系米揮義彦博士､原稿に有益なコメン

トをいただいた富山県中央植物園国技黒川

道博士に深謝いたします｡
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(Parmeliaceae)
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Abstract paymolrema glbberosum, P kalnanEum and P machupICChuense are

deserlbed as new specleS. Parmelw hypomulotdes IS transferred to Parmotrema and

P auyantlaCOParvum lS reduced as a synonym of lt

Key words new comblnat10m. new SPeeleS, Paymotrema

In course of our study of the genus Parmotrema, we have found three new

speeleS P･ gibberosum P. kainantum and P. machupICChuense. They are descrlbed in

the present paper. Parmelta hypomtlloides IS transferred to Parmotrema and P.

auranttacoParvum is reduced as a synonym of it.

Parmotremagibberosum Kurok., sp nov.

Thallus ut in Parmotrematefracto sea medulla lnferlOre Plerumque flava, cilla

destituta et thallo acidum usnlCum nOnCOntlnentl dlffert.

Holotype･ Brazll. Parana: Jardin ParalZO, 9km west of Curltlba, elevation

about 800m, S.Kurokawa 8262 (TNS).

Thallus adnate on bark of trees, mineral grey, 3×4-75cm broad; lobes

sublrregular, rotund ln apices, 2-4 mm wlde, the margins more or less cremate,

very rarely clllate･ Cilia slmPle･ less than 1mm; upper surface dull, distlnCtly

wrinkled especially on older lobes, ridges of wrlnkles often formlng WOrt-like

pustules, pustules opened at aplCeS but never formlng SOredia; upper cortex fragile

and often flaked off to expose white medulla; medulla whlte ln the upper half and

usually orange yellow ln the lower half (K + purple), lower surface black,

moderately rhizinates, rhlZlneS black. shiny, slmPle or sometimes furcate, less than

lmm long･ Thallus 130-170flm thick, upper cortex hyallne, about 30〃m thick,

algaHayer continuous, 10-20FLm thick, medulla 60-90FLm thick, lower cortex

brownish. about 30FLm thick.
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Apothecla SeSSlle, 1-3 mm ln dlameter, dlSC dark brown, imperforate. amphl-

theclum dlStlnCtly wrinkled, spores slmple, hyallne, 14-16×20-26/Jm.

Chen11Stry Atranorln, prOtOCetrarlC aCld. skyrln, ObtusatlC aCld (trace), and

norobtusatlC aCld (trace)

The present new specleS (Flg. 2-A) lS CharacterlZed by the presence of wort-

llke pustules, whlCh are opened at apICeS but never formlng SOredia and rather

fragile upper cortex and the productlOn Of skyrln ln the lower halfof the medulla.

It resembles P. fractum (Hale) Hale, because they both have adnate thalli

forming soredlate pustules or pustules and produce protocetraric acid in the

medulla However, it is clearly distlngulShed from the latter specleS by lacking

usnlC aCld･ lt may be also confused wlth P. madtLyltaeA Fletcher, from whlCh lt is

readlly dlStlngulShed by havlng fraglle upper cortex and producing orange yellow

pigment (skyrln) ln the lower half of the medulla

ThlS new SPeeleS may be confused with P. msuetum (Kurok.) Hale. a species

known only from Papua New Gulnea, because they both have fragile upper cortex

easily rlaked off to expose whlte medulla and produce atranorln and protocetrarlC

acid However, P gtbberosum lS PuStulate rather than soredlate and produce

skyrln ln the lower half of medulla.

A亡present･ thlS new SpeCleS IS known only from the type loca一ity ln Brazll

Parmotrema hypomiltoides (Valn ) Kurok. comb nov

Parmellα hypomlltoldes Valn, Aeta Soc. Faun FI Fenn. 7, 7: 35. 1890.

Holotype- SltlO, Minas GeralS, Brazll, Valnio, LICh Bras Exs. S.∩. (Tu又, ValnlO

herb no 2543).

Paγmotrema auranttacoparvum Slpman, Mycotaxon 441 4. 1992　Holotype.

Guzana. Upper Mazarunl dlStrlCt, Small whlte-Sand savannah c　2km S of

Waramadan, alt･ C 600m, coord　60046′W. 5047′N. H. Slpman & Aptroot 19186

(notseen)

When he publlShed HA monograph of Parmelw subgenus Amphlgymnla'-, Hale

(1965) consldered Parmelia hyi･omtltotdes to be characterized by the presence of

laminal and submarglnal coarse soredla On Clllate membranaceous thalll and the

productlOn Of atranorln, alectoronlC aCld and an unknown anthraquinone (no. 1

aceordlng tO hlm) when he descrlbed Parmotrema aurantlaCOParvum, on the other

hand, SIPman (1992) emphasIZed that it resembled very much P, mellissit (C. W.

Dodge) Hale ln havlnglongcllla, flaked cortex and fraglle lSldla and considered t｡

be separated from the latter by the rusty orange medulla

Although the holotype of Parmelta hypomiltoides IS a Small poor fragment (1.1

× 2･1cm), the followlng mOrphologlCal features are observed ln the holotype.

granular marglnal soredla SOmetlmeS SPreadlng over the surface (Fig 1-A). some

mlnute lSldial proJeCtlOnS near the margln Of lobes (FlgトB), cortex flaked off ln
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part exposlng rusty Orange medulla. and nwderate e111a (1-2.5mm long) The

holotype was not tested chemlCally ln the present study, atranorln, alectoronlC aCld

and an unknown anthraqulnOne Were reported by Hale (1965) as mentlOned above.

These features are also observed ln thl-ee SpeClmenS co一lected ln Pernambuco,

Brazll, whlCh Slpman (personal communlCatlOn) conflrmed to be qu.te ldentlCal

wlth Colomblan materlals of P aurantiacoPart,um. Thus Parmelta hypomiLtotdes IS

transferred to Parmotrema and P auranEwcoParvlm is reduced to a synonym of lt ln

the present paper

parmotrema hypomtltotdes (Fig 2-B) lS CharaeterlZed by havlng fraglle cortex

often flaked off to expose brlCk to rusty orange medulIa. marginal and laminal

lSldial granular soredla, moderate cllla (15 -3mm long) and by produclng

atramorln, alectoronlC aCld, α-CollatollC acid and an unknown anthraqulnOne (K+

blulSh vlOlet).

Isldlal projections Of thlS Species are apparently very fraglle and easlly

broken down lntO granular soredla WhlCh often flaked off to expose the medulla

Slmilar features of isldlal projections are also found ln P. mellwstt, as SIPman

(1992) pointed OUL

Flg 1 Holotype of ParmeLta hypomiLlotdes Valn A. Marglnal soredla SPreadlng

over the surface oHobes B- Isldlal projectlOnS near the margln OHobes

Scales lndleate mm
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The present speeleS may be easllv confused wlth P melltssw, which lS Wldely

dlStrlbuted ln trOplCal to temperate zones ln the world, Including S AmerlCa･

These two specleS also form granular lSldlal soredla and have fraglle cortex easlly

flaked off to expose the medulla. However, exposed medulla lS brlCk to rusty

orange ln P. hypomutotdes, whereas ltlS Whlte aS a rule since the pigment (K+wine

red) 1S deposited only in the lower half ln P. melltsstt

parmotyema hypomlltoides shows a unlque distrlbutlOn Pattern from Colombia

in northernmost S. America to MlnaS GeralS ln eastern Brazil along the AtlantlC

CoasL where lt appears tO be wldely and rather commonly distrlbuted ln lowland

(below 1000 m).

SpeclmenS eXamlned. Brazll Pernambuco ln scattered forest of tobolelrO,

south of Golana, On bark of tree (a specleS Of Apocynaceae). elevat10n loom, S

Kurokawa (8016, 8017, 8018) & L Xavier Fll. (TNS, B).

Parmotrema kainantum Kurok. & Moon, sp. nov.

SpecleS Gum thallo ut ln Parmotremateflavomedulloso sed ab hac lobullS mOdlCe

clllatlS et thaHo acldum obtusatlCum COntlnenti dlffert.

Holotype Papua New Gulnea. Eastern Highland DIStrlCt: Andandara logglng

area. 2miles south of Kalnantu. elevation about 1600m, S.Kurokawa 6021 (TNS)

Thallus adnate on twigs of trees. membranaceous. mlneral grey, 4 ~7cm

broad. lobes sublrregular. more or less lmbrlCate. rotund ln apices, 3-8 mm wide.

moderately clllate, Cilla black and shiny. SlmPle, 2-5 mm long; upper surface dull.

often more or less wrinkled. pustulate, pustules submarglnal and often spreadlng

over the surface of lobes. upper cortex sometlmeS flaked off to expose pale yellow

nledulla; lower surface black, sparsely rhizinate, rhlZlneS black, simple, about

lmm long. Thallus 1201140FLm thlCk; upper cortex hyallne, 16-20pm thlCk.

algal layer subcontlnuOuS, 10- 16/Jm thick, medulla about 80fJm thlCk, lower

cortex brownish, 20-24pm thick

Apothecla and pycnldia not seen.

Chemistry. Atranorln, SeCalonlC aCld A and obtusatlC and norobtusatlC aClds

(trace).

The present new specleS (Flg. 2-C) resembles P, flavomedullosum Hale,

because these two species have pale yellow medulla (secalonic acid A) and form

submarglnal to lamlnal pustules However, it is clearly dlStlnguished from the

tatter species by the production of trace amount of obtusatic and norobtusatlC

acids rather than gyrophorlC aCld. Whereas cllla are Very rarely found ln P.

flavomedullosum (Hale 1974), the present new species has moderate eilia, whlCh

are qulte long (2-5 mm long) and dlStlnCt. P.flavomedullosum apears endemic to

South America. but the present new specleS is known only from the type locallty ln

Papua New Guinea
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Fig 2　HabltS Of PaymoErema speeleS A P glbberosum Kurok - holotype B･ P

hypomtlEotdes (Valn ) Kurok -S Kurokawa (no 8018) & LXavler F.1ho C: P

kamantum Kurok　& Moon - holotype. D P. machuPtcchueyLSe Kurok. -

holotype Scales Indicate mm.
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Parmotrema machupicchuense Kurok , sp nov.

Tha11us ut ln Parmotremate zolltngen sed acldum usnlCum COntinenti dlffert

Holotype Peru °ept Cuzco: MachuplCChu, Prov. Urubamba, on rocks in open

place ln `CeJa de Selva- zone, all. 2300-2400m. H.KashlWadan1 22092 (TNS).

Thallus loosely adnate on rocks, pale yellowish grey, lacking asexual

propagules, 6112cm broad, lobes Irregular. rotund ln apices, Iacklng Cilia, 4-16

nlnl Wide; upper surface smooth, more or less shlny, emaCulate; medulla whlte;

lower surface black. minutely wrlnkled especlally on older lobes, sparsely

rhlZinate, blacklSh brown and naked ln rather broad zone near the aplCeS, rhlZlneS

very sparse, slmple, black. formed ln group, less than lmm long. Thallus 190-

230〃m thlCk; upper cortex hyallne, 20-24〃m thlCk, algal layer contlnuOuS, about

20fLm thick, medulla 1301150pm thick. lower cortex brownish, 20-26FLm thick.

Apothecia sesslle, 2-5 mm in diameter; dlSC COnCaVe, dark brown, imperfo-

rate, amphitheelum Smooth: hymenium about 90FLm thick, spores lOX16-18pm.

Chemistry. Atranorln, uSnlC aCld and protocetrarlC aCld.

The present new specleS may be easily confused wlth P. zolltngm (Zahlbr )

Hale, a well known species widely distributed ln trOPICal zones. They both have

rather large looely attached thalll Without cilia and produce atranorln and

protocetrarlC acid However, P. machuj)wchuense lS SaXleOlous and has a llttle

yollowISh thalll COntalnlng uSnlC aCld probably ln the upper cortex. whlle f'.

zollingen lS eOrtlCOlous and ismineral gray never producing uSnie acid.

At present, thlS new SpeCleS is known only from the type locallty ln Peru

We express our sincere thanks to Dr. S. Stenroos of the Herbarlum Of

Department of Biology, UnlVerSlty Of Turku (TUR) for the loan of the type

speclmen Of Parmella hypomtltotdes and Dr. H Sipman of Botanisehes Garten und

Botanisches Museum, Berlln-Dahlem for the comment on Parmotrema aurantlaCOPar-

Vlim.

黒川追･文光書:ウメノキゴケ属の3新

種と1新組合せ

ウメノキゴケ属の3種を新種として記載

し､ 1新組合せを提唱したo

parnwlrema gtbberosu桝は粟粒状のパスチ

ュールがあること､および髄層の下半分に

桂黄色の色素(スカイリン)を含むことを

特徴とする新種であるD Parmelta hyPomil

totdesはタイプ標本が小断片(1.1×2.1cm)

であるため､その実体が不明であったが､

表面の皮層がたやすく脱落して､煉瓦赤色

の髄を裸出し､葉緑および地衣体表面に裂

芽状の粉芽をつけ､アトラノリン､アレク

トロン酸､ α-コラトール酸､未決'kのア

ントラキノンを含むウメノキゴケ属の一種

であることが判明したので､新しい組合せ

Parn10trema Jり少omiLtotdesを提唱した｡ p

kama7uumはパプアニューギニア産の新種

で､シリアをつけた地衣体の緑および表面

にパスチュールがあり､アトラノリン､淡

黄色のセカロン酸A､オフツサート酸､ノ

ルオフツサート酸を含むことで区別され
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るoペルーの遺跡マナュピチュ付近で採集

された新種のP machゆcchuenseは､熱帯

に広く分布してるP zoLLmgerlに似ている
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が､ウス二ン酸を含んでいて､地衣体が淡

緑黄色であることが特徴である｡
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Pericarp Anatomy of Wisteria j70ribunda

Tohru Ohmlya

BotanlC Gardens of Toyama,

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machl. Ne上-gun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract PerlCarp Of WISlerla /lmbunda (Wllld.) DC (IJegumlnOSae) contalnS

several tlSSueS dlfferlng ln Stalnablllty. tranSmlttanCy Of crossed polarlZed llghL

and the mode of cell wall thlCkenlngS ln mature Stages At both ventral and

dorsal sutures, the flbre strands are adhered wlth llgnlfled Cells, ln WhlCh Maule

reaeL10n lS negative Vaseu)ar flbre strands are observed ln the lateral slde of

the PerlCarp

Key words anatomy, dehlSCenCe, legume, llgmn. perlCarP, SClerenchyma, syrlng-

yl llgnln. WISleria floylbunda

At the moment of seed dlSPerSal, perlCarp Of WISEena floribunda opens

explosIVely and separates Into a COuple of twistlng Valves. It is of the typlCal

"Hulse (legume)" as deflned by Fucsk6 (1914). Fucsk6 (1914) also studled the

frultS Of the subfamlly Pap1110nOldeae, and recognlZed several types of `Trennungs-

gewebe (separatlVe tlSSue)'related to the mode of frult dehlSCenCe, and observed

that ■Hulse (legume)'which dehlSCeS at both ventral and dorsal sutures has

'Trennungsgewebe (separative tlSSue)- consisting of "cutlnized cells-'at each

suture. Terada eEal (1933) studied the mechanism offrult dehiscence of Wtstena

flortbunda They recognlZed flVe layers ln the lateral side of the pericar･p, and

proved the klnetlC role of sclerenchynlatOuS layers ln the dehiscence. Fahn and

Zohary (1955) Investigated the fruits of nearly 100 specleS from three subfamilies

of Leguminosae, Including Wisteria stnensts Sw., and classlfled them into 17 types

by the combination of fiber orientatlOn in the lateral slde of perlCarP.

The purpose of this Study is to descrlbe the anatomical features of the frult Of

WtsEerw flonbunda, especlally the structure of sutures and to summarize var10uS

tlSSueS found ln the perlCarp.

Material and Methods

Fruit of WtsEma flonbunda was collected from the plants growlng Spon-

taneously ln the campus of Tohoku UnlVerSity in Aobayama, Sendai. in October,

1986　After flXatlOn Wlth FAA and dehydration by ethanol-buthanol series.
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samples were embedded ln Paraplast and sectlOned at lOFLm､in thlCkness by rotary

nllCrOtOme. Stalnlng Was performed with safI･anln and fast gI･een (Johansen,

1940). SEM samples Were prepared from the paraplast block fol-nle1-1y obtalned

fo】- seetlOnlng. They were dlSSOIved ln buthanoト1SOamyl acetate 1 1 solutlOn.

100 0/o ISOamyl acetate and then after treated wlth critical polnt dryer and Au ion

sputterlng･ Frult Was also embedded ln Technovlt 7100 and sectioned at 2-3〃nl

ln thlCkness These seetlOnS Were Observed with toluldlne blue stainlng. For

detecting the exIStenee Of llgnln ln general. seet10nS Were teSted by phlor0-

gryclnOl-HCl (Johansen, 1940) Maule reaction Was Performed for identlficatlOn

of syrlngyl type of llgnln (Takabe et al, 1992)

Results

ElllPtIC ln Cross Section. Ventral suture obtuse. dor･sal suture obtuse Fibre

strands of the ventral suture llnear, Ofdorsal suture linear. PerlCarp Ofthe lateral

sldes mult1-Stratlfled Outer epldermlS thln and vllloslty HypodermlS thlCk and

rlgld Flbre strands together wlth vascular bundles inslde. maklng network

wlthln SOft tlSSue lnnel- flbres formlng a palr Of shelHlke plates. protectlng the

seeds lnSlde Inner hypoder'mlS and Inner ePldermlS sort and reduced ln the most

reglOnS attached to the seeds

Dlagrammatic structure of the frult lS Shown ln Flg. 1

ventra, suture

dorsa一 suture

separatlVe tlSSUe apex →

Flg 1 L)lagrammaLIC Struettlre Of perlCarP Of Wtstena j7mbunda -一LefL

eross sectlOn　- Rlght tangentlal sectlOn
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Lateral side of pericarp in cross section

Tissues can be classlfled b)･ their cell wall thlCkenings. tral-SnllttanCy Of

cll･OSSed polarized llght･ stalnablllty Wlth safranln and fast green, exIStellee Or

lignln ln the cell wa一l or oflnSOluble substances ln the Cells Nlne types Of tlSSue

are recognlZable from outslde to lnSlde ln the perlearP at lateral slde of the fl･ult

(α) outer epldermlS. Haye】-ed sclerenehyma strongly staln｡d w.th s｡lr｡n.n

(F.g 2-A). no transnllttanCe by crossed polarlZed llght (Flg 2-A′)

(β) outer hypodermlS Ca 15-layered sclerenchyma, strongly stal°ed wlth fast

green and safranln (FIE 21A). transmltted by crossed polarlZed llght (FIE.

2-A') , cells flbrously elongated ln tangentlal sectlOn.

(γ) outer parenehyma over 6- to 10-layered, often filled w.th Insoluble subst_

ances strongly stalned wlth sarranln (Fig. 2-A).

(♂) phloem flbres･ llgnlfled selerenchyma (Flg 2-B). maklng netw.rked stl･｡nds

JuSt Outer regions Of the vascular bundles; most strands consIStlng Or Ca.200

fibres ln 14-layers･ stained with safranin (FIE 21A) and strongly transmit-

ted by crossed polarlZed light (F.g 2-A′) : Maule reactlOn POSltlVe (Flg

2-C) Fibres runnlng at an angle antagonistlC tO the layer (P) ln tangentlal

section

(e) Regions ln Whleh vascular bundles running: eOnSISting of small sized

parenchymatous cells stalned wlth fast green (Fig. 2-A).

(() Mlddle parenchyma ca 30-layered, stained with fast green. consIStlng Or

large cells sometlmeS COntalnlng Substances strongly stained wlth sarranln

(Flg2-A)

(り) Inner flbres･ eonsIStlng Of llgnlfled selerenchyma (Flg. 2-B), more than

20-layered. stal°ed with sarranin (Fig. 2-A), transmltted by crossed pola-

rized 1.ght (Flg 2-A′) ; Maule reaction positive (Fig. 2-C)

( ♂) Inner parenchyma‥ more than 5-layered, stal°ed with fast green (Flg 2-A)

( ど) Inner eplderm.s degenerated ln the most regions (Fig 2-A) ;

CeHs of the layers (β), (♂) and (77) elongated ln eertaln dlreetl｡nS ln

tangenual section, cells of (β) crosslng the axis of the fruit at 40-500

downward toward the apex, while (♂) and (77) upward at 20o and 400,

respechvely

Four types of sclerenchyma are discernable by their structure of cell wall

thlCkenings together wlth thelr Stalnabllity and transmittancy of crossed polarlZed

llght Cell wall thickeningsofthelayer (P). (6) and (71) areobserved underSEM

(Figs 3-A-C)I In thelayer (β).cell wall isthickened uniformly (Flg 3-A), whlle

ln the layer (♂)I thiekenlngS are COneentric (Figl 3-B) In the layer (7), Cell wall

thickenlngS are rather similar to that of the layer (β), but they are partitlOned by

thlnner wall inserted between cells (Fig. 3-C)
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Structure of the sutures in cross section

Flbre strands at the ventral slde extend outerward near the ventral suttlI･e

(Figs 3ID. G). vascular bundles are runnlngJuSt Inside of them (FIE. 3-G). At

the suture. fibre strands are adhered by the separatlVe tissue ln the outer half

(Flg. 3-D. G). Flbre strands of dorsal suture are eontlnuOuS Only ln the outernlOSt

layeI･S at the suture (FlgS 3-E, H), and separatl､re tlSSue COnneCtS them atthe l･eSt

Vascular bundles are runnlng Just inside (Flg. 3-H)

Both flbre strands and separatlVe tlSSueS are llgnlried･ But they differ ln the

rollowlng pOlntS SeparatlVe tlSSue at each suture shows no transmittance by

crossed polarlZed llght. while flbre strands do have lt (Fig 3-D'. E'). cell wall

thlCkenlngS Of the flbre are concentrlC, Whlle that of separatlVe tlSSue are ratheI･

unlform (FIE. SIP). Furthermore. Only fibre strands show posltive Maule

reactlOn (FlgS. 3-Ⅰ. K). Thus the sclerenchyma ofseparatlVe tissue Can be treated

aS a new type.

( 〟)し.gnlfled sclerenchyma constructing separatlVe tlSSue Showlng nO tranSmltt-

ance by crossed pc.larlZed llght and the Maule reaet10n negative.

Discussiom

FrultS Of Leguminosae have been classlfled ln Var10uS and complicated ways,

and legume, samara and loment have been commonly used, mainly based on the

gross morphology and mode of dlSperSal ln contrast, dlStlnCtion of legume,

folllCle and lndehiscent frultS is based on mode of dehlSCenCe Or On the anatomlCal

features･ Fucskd (1914) dlVlded the fruits Of subfamily Papilionoideae Into two

malれ types in accordance with the mode of dehiscence: `Balgfrucht (folllCle)'and

`Hulse (legume sensu stywto)‥Balgfrucht (folllCle)'is applied to the fruits which

open only alongthe ventral suture and "Hulse (legume)''to those whlCh open along

both sutures.

Generally. fruits of Leguminosae have a couple of vascular fiber strands at

both ventral and dorsal sides. Separative tissue often adheres these fibre strands

along the median plane of the frult

Fucsk6 Indicated that the prlmary difference between legume and foHicle lS

the nature of the cells buildlng SeparatlVe tlSSue `Balgfrucht (follicle)'lS

characterlZed by Its SeparatlVe tlSSue COnSistlng Of parenchymatous cells, and in

contrast, `Hulse (legume)'with one consisting of "cutlnized cells".

Fig 2 Lateral slde of the perlCarp 】n Cross SeCtlOn (outslde up) - A stalned wlth

safranln and fast green - A' Observed by crossed polarlZed llght - B llgnln

deteeted wlth phlorogryclnO1-HCl (Coloured to purple) - C･ syrlngyl type of llgnln

detected b)∫ Maule reaction (coloured to peach). - Scale bars. 0.5mm
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Aceordlng tO Fucsk6/legume" 1S COnSldered to have separatlVe tlSSue at both

sutures and thus dehlSCeS Into two Valves In WLSterlafloribunda. as descrlbed

aboヽ･e･ the separatlVe tlSSue formed at both sutures IS Su℃ngly llgnlried wlthout

syrlngyl llgnln aS Well as lacklng flbrous dlSPOSltlOn Features or such cell wall

thlCkenlngS nlay form rlgld but fragile regions Where large torslOn energy may be

retalned before the dehlSCenee. and abrupt perlCarP Separation may occur

ln Wtstertα flmbu7tda. Vascular flbre strands on the dorsal slde remalnS

sllghtly contlnuOuS and does not construct a complete separatlVe layers. Such

fragile brldglng lS also I･eported by Fucsk6 (1914) at the dorsal suture of

PhaseoLus lJulgarlS aS　●medlane Brucke des Stereoms' Terada eL al. (1933)

mentlOned that the frult Of Wtstena flonbl川da always started dehlSelng at the

ventral slde I suppose that flbre strand brldglng at dorsal suture nlay be

responslble to such custom of spllttlng.

Fahn and Zohary (1955) stated the fundan-ental structure or the perlCarP Or

the fruits Of LegumlnOSae aS the followlng (ordering Outer tO Inter) :

(1) outer epldermlS (layer (α) 1n the present study)

(2) parenchymatous tlSSue (layer (γ). (8) and (E))

(3) selerenchymatous stratum (layer (77))

(4) parenehymatous tissue (layer (0))

(5日nner epldermlS (layer (ど))

They examlned the orientation Patterns Of fibrous layers ln the periearp and

classlfled them lntO 17 types･ They stressed the Importance Of these patterns for

the functional and evolutionary polnt Of vleW, and proposed a probable trends of

thelr eVOlutlOn They identlfled the perlCarp Of WISlerla StnenSIS tO Vlela Type

(one of most advanced types), whlCh Includes outer hypodermal sclerenehyma,

oriented to opposite dlreCtlOn agalnSt the vascular flbres and the Inner flbres.

The pT-eSent Study resulted in the fact that WISterWflortbunda has similar pattern.

Terada el all (1933日ndlCated that the most rlgld tlSSue among the perlCarP

sclerenchymata of Wtstena flmbunda lS One COnSIStlng Of outer epldermlS and

hypodermis They proved that the primary role ln the frult dehiscenee of WISEena

flortbunda lS Played by this SClerenehyma together wlth the vascular flbres. The

Flg 3 A-C SEM Images Of the cell wall of sclerench),mata ln the lateral slde, ln Cross

sectlOn -A outer hypodermlS (layer(β)).I B vascular flbrestrand (layer(♂)) -

C Inner flbre (layer(77)) D-K′ perlearP atthesutures, 1n Cross Sect.｡n -D ventral

suture･ sLalned wlth toluldlne blue - D′･ observed by crossed polarized llght - E.

dorsal suture- stal°ed ､V.th toluldlne blue･ -E′　under crossed polarlZed llght - ド:

SEM lmage Of suture flbre G-H llgnln detected with phlorogryclr101-HCl - G:

ventral suture･ - H dorsal suture IIK Syrlngyl type of llgnln detected b) Maule

reactlOn -1 ､rentral suture--K ventralsuture -Sealebars A. B,C,F IOpm:

D.Dl.E.E'.LK O2mm:G.H O5mm
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pl-eSent Study lndlCated clear dlfferenees between the sclerenchymata (α) and (β)

in thelr Cell wall features. Cell wall thlJckenlngS Of outer hypodermlS IS also

reported ln L,upmus hirsutus L. (Fahn and Zohary 1955)

Vascular flbre strands dlStributed in the lateral slde of the perlCarp have

been reported only in WIStena SmenStS (Fahn and Zohary 1955)I The fact that

wtsLenaflonbunda also has fibre strands ln the lateral s.de seems to lndlCate the

taxonomlCal affinlty Of both specleS

The mode of the cell wall thickenlngS Ofthe vascular flbres IS Slmllar toone ln

the flbre strands at the sutures. and thelr COnCentrlC lamellat10nS are Characteris-

tlC Or phloem flbres (Esau 1965)

Differentiation in lignified sclerenchymata

Llgnlfled tlSSueS are dlStlngulShed by the colouratlOn by Maule reactlOn

whlCh detects the exIStenCe Ofsyrlngyl type ofllgnln (FlgS 2-C, 3-1, K) syringyl

type of llgnin lS detected in llgnlfled sclerenchymata (∂) and (77), Whlle it lS not

detected ln lignifled sclerenchyma (JC) (Figs 311, K)

Diverslty Of sclerenehymata of Wtsterwflonbunda is summarized in Table l･

Table 1 DIVerSlty Of sclerenchymata ln the perlearp Of Wtstena florlbunda

llgmn type tranSnllttanCe~　　~一　　　　　　一　orcrossed

gualaCyl syrlngyl polarlZed llght salranln fast green

The author would llke to thank Dr Hiroyoshl Ohashl, Tohoku University for

hlS heartlly lnStruCtlOn. 1 am also grateful to Dr Ryo Funada and all staff

members of the laboratory, Hokkaldo UnlVerSlty, and Dr HlrOyuki lketanl. Frult

Tree Research Station, MlnistI･y Of AgI･1Culture, Forestry and FISherleS for thelr

precious lnformat10n Of anatomlCal technlque

大宮　徹:フジ(マメ科)果皮の解剖　　　　　　はリグニン化した組織で互いに接着してい

フジの果皮には､染色性､偏光の透過性､　　るが､この接着組織にはシリンギル･リグ

細胞壁の肥厚の仕方により､いくつかの組　　　二ンは含まれていない｡維管束繊維は果実

織が区別できるo　縫合線上の維管束繊維　　　の側方の果皮にも見られるo
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富llJ県中央柄物閲研究報'LJ-

スダジイの種子発芽と初期成長

山下寿之

富山県中央植物園　〒939-2713富山県婦負郡婦中町上轡田42

Seed Germination and Seedling Growth of

Castanopsis cusPidata var. sieboldii

Toshlyukl Yamashlta

BotanlC Gardens of Tol･ama,

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machl. Net-gun, Toyama 939-2713. Japan

Abstract: The root and epleOtyl emergence show hlghest rates under 250C ln

Castamopsts cusptdata var sleboldtl. WhlCh lS an Important member ln evergreen

broad-leaved forests at thelr northern-most areas EpICOtyl emergence usually

occurs certaln days later than the root emergence lt lS delayed for more days

them the root emergence under lower temperatures and only root emergence

under (129 days after beddlng) was obserヽ･ed under loo° Whlle the CF ratlO

was slmllar ln both current and second year seedllngS, the T/R and S/R ratlOS

were larger ln Second year seedllngS than ln Current year SeedllngS In thlS

taxon, allocatlOn Of shoot was lnCreaSed ln Second year seedllngS and probably

resulted ln forming expanded crown on the forest floor. It mlght be antlCIPated

that C cusptdata var. steboldllCOuld not be survIVed, when the alloeatlOn ln Shoot

was Increased ln the followlng years

Key words allocation, CasEanopsts cusptdata var steboldu. germlnat10n, Seedllng

growth

日本の常緑広葉樹林の代表的な樹種であ

るスダジイcastanopsIS CtlSPtdata (Thumb )

schottky γar sleboldtl (MaklnO) Nakalは､

その分布北限城では林冠に冷温帯性落葉樹

を伴う特徴があり､従って林味が明るいた

め､スダシイの椎樹(樹高50cm以下)の

生存数が温暖な地域に分布する林分に比べ

て多いことが明かにされている(山下

1994)｡特にブナ科の椎樹は主軸が物理的

被害を受けた後などに肢芽を萌芽させて主

軸を交代させる性質をもち､発芽後10年以

内に主軸を交代させることによって個体を

維持することができ､林床で椎樹個体群が

形成できることが示唆されている｡しかし､

yanlanlOtO (1992)は常緑広葉樹林の主要樹

種の更新タイプoについて分類し､西口本の

常緑広葉樹林の主要樹種であるコジイ

caslanopsIS CuShdataの場合には､林内に

ギャップが形成されたときにのみ､森林の

更新に椎樹が貢献するとしているo森林の
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更新過程における椎樹の消長と役割を解明

するためには､林床に出現する高木性樹種

の種子発芽から椎樹のIa着に至る過程の生

態学的種特性を明らかにする必要があると

考えられる｡

これまでに広木･松原(1982)は日本に

日生するブナ科全種の発芽温度特性を明ら

かにしている,) LTqLll (1989)はカシ類4種

の低温処世の発芽に及ぼす影響を比較し､

山円･半円(1993)はブナ科樹木7種の母

樹ごとの堅果の形質と発芽後の実生の形質

を明らかにしている｡また､実生および椎

樹については､ Tanouchl (1996)がコジイ

とイチイガシQuer川SgtlvaBlumeの実生の

定着過程について､実験的に異なる被陰条

件下における1年生～3年生椎樹の器官こ

との物質生産割合の変化を明らかにしてい

る-〕角図･森(1986)はシイ･カシ類の芽

生えの生長と生育温度の関係について述べ

ており､低温で根系の乾物生産量が多くな

No3

ることを明らかにしている｡

本研究はスダジイの種子発芽から椎樹の

定着に至る過程における生態学的特徴を実

験的に明らかにすることを目的とした.

実験材料および方法

実験には東京都府中市の東京農工大学農

学部構内の植栽された母樹(樹齢およそ60

午)から落下したスダジイの堅果(平均

0.92g)を1992年10月16日に採集したもの

を用いた｡採集後すぐに虫害を受けていな

いものを選別し､ 80cmX28cm､深さ20cm

のプランター2つにそれぞれ40個(10個×

4列)を1cmの深さに播種したo用土は

底から鹿沼､赤玉､圃場の土の順に各々1

:1:1の量を用いた｡このプランターを

農学部5号館前の中庭に置いたo実験期間

中の府中市の気温と降水量をFlg lに示し

たCまた､プランターのすぐ上(地上30cm)

ONDJ FMAMJ ∫ A S ONDJ FMAMJ ∫ A SOND

1992　　　　　　　　1993　　　　　　　　　　1994

Month

FIE 1 CllmaLe ln Fuehu Clty Solid clre)es show mean temperature and

hlStgram lndlCateS preClpltatlOn
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の照度をミノルタTlで1997年7月に測定

したところ､相対照度は約3%であった｡

これと同じ堅束を用いて実験室内で温度

勾配恒温器(日本医化綜械製作所製､

TG-10(トADCT)で10､ 15､ 20､ 25､ 30℃

の温度条件下で発芽実験を行ったo　スダジ

イの堅果は実験開始前に約1カ月間冷蔵庫

(5℃)で貯蔵し､直径12cm､深さ1cmの

シャーレに脱脂綿を敷き､その上に堅果を

15個ずつ置いたもの3セットを温度条件こ

とに用意した｡発根および上旺軸の出芽(以

卜､発芽とする)の判定はそれぞれ1mm

堅果から出た段階とした｡

屋外実験では1993年5月31日に発芽(也

ヒ那)が確認された後､ 1年目は1993年10

月30日に36本､ 2年目は1994年11月3日に

15本の椎樹を掘り取った｡掘り取った椎樹

は個体ことに菜､茎､根に切り分け､茎と

根については長さを測定し､葉については

コピーを取ってから乾燥器で80℃､ 24時間

乾燥させたo乾燥後､テシケークーに入れ

て冷却した後､器官ことに乾燥重量を測定

37

したo　また､柴のコピーをスキ1∵ト- (ニ

コンScantouch)で読み収り､画像解析ソ

フト(NIHver 1,44)を用いて面積を測'/ii

した｡

結果および考察

室内での発芽実験の結果をFlg Zに示し

た｡橋詰.相川(1978)は本研究と同じく

25℃､広木･松原(1982)は30-35℃をそ

れぞれ発根最適温度としているが､本研究

においても発根､発芽とも25℃で最も高い

割合を示した｡また本研究では発根に続く

発芽は､温度条件が下がるにつれて発根か

らの時間が長くなる傾向がみられ､例えば

30℃では発根後4日で発芽が認められたの

に対し､ 20℃では発根後1カ月以上樺たな

いと発芽は認められなかったoさらに､1()℃

では129日目に発根のみが観察された｡橋

詰･相川(1978)は15℃以Fの温度でスタ

シイは発根しないことを述べ､立花(1989)

は本研究結果と同じく10℃以上で発根する

ー　30℃Root

一一　30℃Shoot

+　25℃Root

一一一　25℃Shoot

+　ZO℃Root

一一　20℃Shoot

一一●- 1 5℃Root

- 15℃Shoot

一･･■- 1 0℃Rool:

0　　　20　　　40　　　60　　　80　　100　120　140

Days after beddlng

Flg 2　Germlnat10n rate Of CaslanopsIS CuSPtdala var sieboldl-nder dlfferent

temperatu res
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としているo　また､イタジイでも20℃以下

の温度で発芽が遅延することが報告されて

いる(新里ほか1987)｡フナ科の堅果では

コナラやミズナラなどの落葉樹種で上旺軸

休眠が報告されているほか(甲斐1984)､

TこInOuChl (1996)もコシイについて1年目

に一部分が上肢軸休眠することを明らかに

している｡さらに､このように上旺軸休眠

した個体は夏の暑さと章乞燥に対して強い抵

抗性があるため､コシイ椎樹の定着には有

効であるとしている｡ Tanouchl (1996)や

本研究の室内実験では実験前に冷湿処理を

子rっており､急激な低温をあてたことによ

って､上旺軸休眠が誘導されたことが考え

られる(｡

-Jj､屋外でプランターに播種したスダ

シイの堅果は､ 1993年秋までに80粒すべて

が発芽したo

J巧さ外実験におけるスダシイ椎樹の成長を

Tat)1e lに示したo　当年生椎樹の苗高は平

均9.0cm､根の良さは平均19.3cmであった｡

一一一ん､ 2年生椎樹の苗高は平均39.2cmま

で成長したが､根の長さは17.8cmで根の

上壬さはほとんど変化がなかったo乾燥重量

でみると(Tablel)､茎､葉､根とも2年

Ll:_椎樹で大幅に増加していたo従って､根

系は1年目から2年目にかけて伸長成長か

ら肥大成長に変化しているといえる｡また､

No3

Flg 3　AllocatlOn Of each aged seedllng

各器官の乾燥重量の個体あたりの割合につ

いてみると(Flg3)､スダジイの1年生と

2年生椎樹では葉の割合は変えていなかっ

たが､ 2年生椎樹では茎への物質配分を増

加させており､その分枝の割合を減少させ

ていたo　各器官の乾燥重量の比についてみ

ると(Table2)､ 1年生椎樹と2年生椎樹

とではcF比(同化部/非同化部)に有意

な違いはみられなかったo Lかし､T/R(地

上部/地下部)値と葉の乾燥重量を除いた

Tab一e 1 Net growth of CastanopsIS CuSPtdala var sleboldtl ln Current year

seedllngS and second year seedllngS

Current year seedllngS Second year seedllngS

Height (cm)

Basal dlameter (cm)

Root length (cm)

Number or leaves

Dl･y welght (i)

Shoot

Root

Leaf

Leaf area (cm2)
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Table 2　Rat10S of each dry matter of Castanopsts cusj,tdata var swboldu

C/F T/R S/氏 L/S SいV

39

current yea1- Seedlings l112±0･255　2･34±0･599　0･63±0･137　2･963±0･65O O･0065±()･0()06

secondさear SeedllngS 1 OO±0･212　3150±0･489 1･26±0･242 1 839±()･50｡ 0 0084±() OO26

C/ド photosynthetlC Ol~gan/non-photosynthetlC Organ

T/R dr) nlauer production above ground/under ground

S/R shooレ′r()ot

L/S Leaf lVelght/shoot welght

SLW SpeclrlC leaf ､､relght ratio (Leaf "･e.ght/Leaf area)

S/R (茎/梶)値については､ 2年生椎樹

の方が増大していた｡このことは2年生椎

樹では茎-の物質の配分が増加しているこ

とを示すものであるo　また､葉面積垂

(SLW)も2年生椎樹の方が大きな値を示

した｡これは2年生椎樹の方が単位面積あ

たl)の柴最が重いことを意味しているc

Matsda, etal (1989)は常緑のQuercllS属で

実坐のS/R値が大きな種は乾燥に適応し

ていること､しかも湿潤な環境に適応して

いる種よりもSLWが大きいことを指摘し

ている｡このように考えると､本研究のス

ダジイは1年生椎樹よりも2年生椎樹の方

が､乾燥に適応していることになる｡また､

岡野ら(1991)はナラ類についてT/R値

が樹齢の増大にともなって低下すること､

すなわち地上部よりも地下の根の部分に物

質配分を増大しているから､根系の充実に

よって萌芽再生することに貢献しているこ

とを示唆している,これは本研究の結果と

は矛盾しており､スダジイの場合根に生産

物質を貯蔵することなしに萌芽再生してい

ることが考えられる｡実際に本研究ではス

ダジイの2年生椎樹に主軸交代2個体と､

分枝していたのが10個体みられた｡一方､
Ili.田･大沢(1991)はスダジイの椎樹が樹

冠を広げることにより､林床の弱光を有効

に利用していることを示唆している｡分布

北限域のスダジイ林では1-2年生のスダ

シイ椎樹が多く､枯死した椎樹の多くは樹

高20cnl前後で､主軸交代後3年以l二の個

体であることが知られている(山下未発

表資料)｡従って､ 3年生以後の椎樹では

地上部と地下郡の物質配分のバランスが崩

れることが予想される｡すなわち､本研究

で観察されたように発芽後2年間は生育可

能であるが､ 3年目以降さらに茎への投資

を増やすことは呼吸量を増大し､光合成ilf

性の高い新案が生産されずにやがて個体全

体を維持できなくなるものと考えられ､ -i三

軸交代後の物質の分配についての今後の解

明が待たれる｡
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富山粍中央植物園研究部'H

富山県氷見市の常緑広葉樹林

山下寿之

富山県中央植物園　〒939-2713富山県婦負郡婦中町上轡田42

Evergreen Broad-leaved Forests in Himi City, Toyama Prefecture

Toshlyukl Yamashlta

BotanlC Gardends of Toyama,

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machl, Ne1-gun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract ln Hlml City, I surveyed the vegetatlOn Of Castanopsts cusPtdata var

sleboldlt and Quercus spp forests, which represent eertaln types Of evergreen

broad-leaved forests ln the northern llmlt. These forests were composed of many

evergreen species Wlth some declduous specleS Some of these declduous species

are the character and dlfferentlal specleS Of assoslatlOnS, a111anCeS- Orders and

class of Fagetea crenatae These assoclat10nS Wlth declduous specleS Seems tO

have been caused by the fact that Fagus crenata forest lS found even ln the low

elevat10nS along the Japan Sea slde

Yasuda (1982) showed that the specleS Of CastanopsIS and Queycus dlStrト

buted about 7,000 years ago ln the present area, though they could be consldered

to be very scarce. Thus, lt may be consumed thatthe vegetatlOn ln thlS area has

been only llttle chaged ln the last 7,000 years

Key words I Castaγゆts cusPldata var sleboldll･ COmmunlty StruCture･ element of

Fagus crenata forest, Hlml city. northern llmlt, Quercus spp ･ speeleS eOmPOSltlOn

富山県氷見市には県内の他の地域に比べ

てスダジイ林やカシ林が多数分布するo富

山県に分布するスダジイ林やカシ林などの

常緑広葉樹林は日本海側の分布北限域にあ

たり､その構成種に分布北限となる暖地性

植物を含むことから､そのほとんどが特定

植物群落に指定されている｡

藤原(1985)は北陸地方のスダジイ林を

スダジイ-ヤブコウジ群集に､カシ林をモ

ミーシキミ群集またはウラジロガシーヒメ

アオキ群集に区分しているo　また､服部ら

(1979)は北陸地方のスダジイ林をスタジ

イートキワイカリソウ群集として識別し､

太平洋側や山陰地方の群落と区分してい

る｡本研究で対象とした氷見市に分布する

スダジイ林およびカシ林については､富山

県(1979､ 1988)によって自然環境保全基

礎調査が行われたのをはじめ､進野･大田

(1966)､太田(1983)､中川(1988)､佐藤

(1990)によって分布や種類組成､群落構
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Fig 1 Location Of surveyed stands ●　CastanopsIS forests,

+　Quercus forests

道について述べられている｡

本研究では氷見市内のおもなスダジイ林

とカシ林合計9カ所を植生調査し､群落の

組成および構造を明らかにするだけでな

く､その成因についても検討したo

調査地

氷見市内に分布するスダジイ林とカシ林

のうち､ Flglに示したスタジイ林6カ所

とカシ林3カ所の合計9カ所を調査した｡

氷見市の年平均気温は12.8℃､最寒月(1

刀)の平均気温1.9℃､年降水量は2,176mm､

吉良の暖かさの指数　twH　は99.6℃･月

である(気象庁､ 1993)｡また､県境の北

側に位置する七尾市では年Ii':均気温

13.3℃､最寒月(1月)の平均気温2.4℃､

年降水量2,107mm､ W1104.9℃ ･月で､

氷見市よりもやや温暖である｡氷見市を含

む能登半島南部は､前期中新世の火山岩を

基盤とする氷見山地と､縄文海進以降の沖

積平野からなる(日本の地質F中部地方Ⅲ』

編集委員会編､ 1988)｡

調査を行ったスダジイ林およびカシ林の

詳細については以下のとおりであるo

スダジイ林

氷見市′ト境朝日神社(1.Oha)

社殿南側の斜面に分布し､農道に面し

ている｡

氷見市脇方今蔵神社(0.1ha)

亮
巨
]
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台地上の社殿同園に広がる｡

氷見市泊神明社(0.3ha)

台地上の社殿裏側に広がる｡

氷見市中披火神社(0.3ha)

社殿周囲の東斜面に分布し､農道とス

ギ植林に面している｡

氷見市上田上田神社(0.1ha)

参道の両側の斜面に分布する｡

氷見市柿谷(0.1ha)

参道の南西斜面に分布し､スギ植林に

接している｡

カシ林

氷見市三千防山(0.5ha)

高岡市との境界の尾根の北側の急斜面

に分布する｡

氷見市戸津宮父宮神社(0.2ha)

丘陵地にある社殿の南斜面に分布し､

100
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斜面下部にウラジロガシ､斜面上部に

モミ､スダシイが林冠を構成する｡

氷見市磯部磯部神社(0.2ha)

丘陵地にある社殿の南西斜面に分布

し､スギ植林に面している｡

調査方法

本研究での植物社会学的方法による植生

調査は､まず各調査地のスダジイ林および

カシ林の比較的均質な部分を選定した｡こ

の調査区内の群落階層を高木層､亜高木層､

低木層､草本層に区分し､各階層に出現す

る高等植物(シダ植物以上)全種をリストア

ノブした｡さらに各階層ごとに植被率を推定

し､種ごとに優占度と群度をBraun-Blan-

quet (1964)の方法にしたがって記録したo
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結　　果

各調査地の群落の階層構造を比較すると

(IJlg 2)､ ′ト境､脇方､柿谷､三千防山の

4地点は亜高木層の植被率が20%と低かっ

た｡低木軌二ついては､小境､柿谷､磯部

の3地点で楠被率が60%以上と高く､草本

層の植被率は′ト境､中波､三千防山､戸津

宮で20%と低かったo

各調査地の植生調査の結果をTable lに

まとめた｡

高木層についてスダジイ　casatanopsIS

cusptdaLa (Thumb) sehottky var sleboLdlt

(MaklnO) Nakalやカシ類Quercusspp以外

にイヌシデCarptnws tschoIWSkuMaxlm ､ヤ

マサクラPruけuS)amaSakuraSleb ex Koldz ､

コシアフラAcanlhopanax scladoPhyllotdes

Franeh etSavat　といった落葉樹を含む調

査地点があった｡このうちイヌシデは一般

に斜面下部にみられる種である｡また､亜

高木層以下の階層にもそれぞれ落葉性の種

を伴っていた｡亜高木層はヤブツバキ

canlellta ]aPomca Llnnの出現額度が高く､

以下ユズT)ハDaphntf,hyllum macroPodunl

Mlq ､モチノキIEextntegraThunbが次ぐo

低木層ではヤブツバキ､ヒサカキEurya

)apomca Thunb ､シロダモNeolitsea serlCea

(Blunle) Koldz　といった常緑広葉樹の出現

頻度が高かったo　草本層ではシログモ､ス

ダジイなどの高木性樹種の椎樹のほか､ヤ

7コウシArdtsla Jaj･omCa (Thumb) Blume､

ジヤノヒゲOphlOPogonjaPomcus (Llnn fll )

Ker-Gawl ､べ二シダDryopterlS eryEhrosoγa

(Eat) 0 Kuntze､サルトリイバラSmilax

china LInn ､イワガラミSchtzophragma hyd

ra71geOtdes SICb et Zuccの出現頻度が高か

った｡

各調査地の階層ことの構成種数を常緑と

落葉に分けて示したのがTable2である｡

高木層と亜高木層は全体に出現種数が少

No3

なかったので､低木層および草本層につい

て比較すると､カシ林の低木層､草本層で

落葉性の桂数および割合が､スダジイ林と

比べると大きかった｡各調査地の全階層の

種類についてみると､スダジイ林の落葉性

の種の割合が20-35%であったのに対し､

カシ林では30-50%を占めていた｡

これらの落葉性の種のうち､福嶋ら

(1995)によるブナクラスのクラス･オー

ダー･群団･群集の標徴種および識別種の

出現数およびその割合をTable3に示し

たC　出現種数の多かった低木層と草本層に

ついて比較すると､スダジイ林の低木層で

はやや内陸に位置する上田と柿谷で20-

40%のブナ林要素を含むが､それ以外の調

査地ではブナ林要素は出現しないか､出現

しても低い割合であった｡一方カシ林では

戸津宮以外の2地点で､およそ40-60%と

高い割合を示したo草本層では沿岸部のス

ダジイ林で10-15%のブナ林要素が出現し

たのに対して､内陸部のスダジイ林でおよ

そ25-40%と高い割合で出現した｡カシ林

では低木層と同様に戸津宮以外で30-50%

と高い割合を示したo

考　　察

スダシイ林やカシ林に冷温苛性の落葉種

を伴うことは､分布北限域の常緑広葉樹林

の特徴の1つである(山下1994)0 -方､

温暖な西日本に分布するスダジイ林やカシ

林ではヤマモモ科､ホルトノキ科､モチノ

キ科､アカネ科､キョウチクトウ科などの

常緑性の種が豊富であり､これらの種類が

分布北限域の林分では欠落することが知ら

れている(服部1985)o　また､日本海側で

は標高の低いところでもブナ林が分布する

ために､垂直的に狭い範囲に暖温帯と冷温

帯のフロラが共存することが明らかにされ

ている(相沢1976)｡本研究においても､
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海岸線から4-5km内陸に位置するスダ

シイ林2カ所とカシ林で､ブナ林を特徴づ

ける種を25%以上伴うことが明らかとなっ

たU　このような暖温帯と冷温帯の種の混在

を許す安凶について,相沢(1976)は人為

による撹乱に関係があることを示唆してい

る0　人為の影響を受けた森林群落は先駆的

な桂が増えるたけでなく(吉岡ら1968)､

群落の階層構造で唖高木層や低木層が欠落

することを指摘している(豊原1988).本

研究でも調溌した9カ所のうち8カ所が社

寺林であり､これらのうち緩斜面に分布す

るスダジイ林の小境､脇方､柿谷の3カ所

は､亜高木層の植被率が低く､林内の状態

からみて他の地点よりも人為の影響を強く

受けたものと考えられるo Lかし､人為の

影響を受けている内陸部のスダジイ林では

ブナ林構成種の出現割合が高かったことか

ら,縄文海進期の気候の温暖化とその後の

気候の寒冷化にともなうフロラの変動が強

く影響しているものと思われる｡

安田(1982)は氷見市十二町潟の花粉分

析結果から､怒111湾沿岸にスダジイやカシ

頬が今からおよそ7.000年前には出現して

いたことを明らかにしているo　また､シイ

ノキ橘やカシ頬の花粉の出現率が低かった

ことから､一面常緑広葉樹林が覆うには至

っていないことを推',立している｡そのよう

に考えると､ '【']時の相生と現存植生に大き

な違いがないものと考えられる｡すなわち､

7.OOO年聞調査地付近では一旦暖温帯性の

種が侵入したものの､その後分布が拡大せ

ずに停滞していることになる｡このような

l劇JlI.'L,蒜,･J件の種の/J川i拡大の停滞には､ ( 1 ) ､r一

野部における人間活動の影響､ (2)気候の寒

冷化なとが考えらjtるc l1)の場合､森林の

I対韓f=けでなく､森林の分断化によるシイ

ヤカシ類!の果'j;を散布する動物相の欠落が

考えられる, 12)の場合､十二町潟の花粉分

析ilL.某において､今からおよそ1,500年か

No3

ら2,000年前にブナ属の花粉が増えている

ことから､この頃に寒冷化していた可能性

がある｡また､前田(1980)も縄文海進後

の気候の寒冷化を指摘している　さらに､

安田(1984)はこの時代に乾燥していたこ

とが､常緑広葉樹林の拡大を妨げた要因と

してあげている｡

このような歴史を経て､今日のスダジイ

林やカシ林が残存しているo古代の遺跡調

査による資料から解明された部分もある

が､中世以降の富山県の自然環境について

は不明な部分が多く残されている　中世以

降今日までどのようにこれらの森林群落が

維持されてきたのかは今後の課題である.

さらに今後これらの森林が分布を広げて行

くのか､県内の他の地域も含めて調査する

必要があると考えられる｡

富山県埋蔵文化センター宮田進一氏には

文献資料をご教示いただいた｡ここに厚く

お礼申し上げる｡
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アイノコセンニンモの新産地と染色体数

中田政司1'･長井真隆-"

1}富山県中央植物園　〒939-2713　富山県婦負郡婦中町上轡rT142

2J〒938-()022　富山県黒部市金屋131-1

New Localities and Chromosome Number of

Potamogeton kyushue74∫is Kadono & Wiegleb

Masashl Nakatal) & shlnryu Naga12)

1) Botamc Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada, Fuehu-machl. Ne1-gun, Toyama 939-2713, Japan
2) 131-1 Kanaya, Kurobe Clty. Toyama 938-0022, Japan

Abstract Potamogelon kyushuensIS Kadono　&　Wlegleb was newly found ln

channels branched from the Jogan)I RIVer ln Toyama Clty ReexamlnatlOn Of

herbarlum SPeClmenS preSer､,ed ln TOYA (Toyama Sclenee Museum) revealed

the oeeurrence of the speelmenS at four addlt10nal localltleS ln Toyama Prefec-

ture, 1 e , Takaoka Clty, DalmOn-maehl and Yatsu0-machl, thus, P kyushuensIS IS

eonsldered tobe rathereommon ln theprefeeture Theehromosome numberofP

kyushuensIS Was determlned to be 2n - 42, whleh supports Its hybrid orlgln

between P oxyphyllus Mlq. (Zn-28) and P. maacktanus A Benn (2n-56) as

proposed b), Kadono & Wlegleb (1987).

Key words aquatle Plant, Chromosome number. PoEamogeton kyushtLenSiS, Pota-

mogetonaceae. Toyama

富山県常願寺川水系の水路植生調査の過

程で､本州では初めての記録となるアイノ

コセン二ンモPotamogeto7i kJ･ttShuellSIS Kad0-

no&wleglebが見出されたので､初算定の

染色体数とともに報告する｡

アイノコセン二ンモは宮崎県と鹿児島県

の河川から発見､記載されたもので､セン

ニンモP maacklalluS A Benn　とヤナギモ

p oxyphJ,ELILSMlqの中間の形態を示し､両

種の雑種起源と推定されている(Kadono

& wlegleb 1987)o　今回新しく生育が確認

されたのは､常願寺川東部の扇端部に展開

する用排水路の一部である(FIE 1)｡調な

した9箇所の環境をTablelに示す｡この

うち三郷利田用水では全長5kmにわたっ

てほほ連続して見られ､場所によっては水

路帽いっぱいに繁茂していたo

アイノコセンニンモの外見はヤナギモに

似ており､時に混生するので流水中では識

別が困難である｡しかし､葉の先はヤナキ

モほど鋭頭にならないので(Flg 2)､柴を

取り上げて見れば肉眼でも容易に識別がつ
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FIE 1 Map showing the localltleS Of

Potamogeton kyushuensIS eOlleeted

(solid clrC)es) and those based on

herbarlum SpeClmenS (open clrCles)

＼日.i

く｡葉の先端の角度を標本で計測したとこ

ろ､アイノコセン二ンモは79.0±9.9口(ヤ

均±標準偏差､ N-48)であるのに対し､

同じ常願寺川水系に産するヤナギモでは

36.1±5.10(N-53)であり､変異城は東

ならない｡ルーペでは､アイノコセンニン

モは棄緑に細鋸歯があり､葉の基部が葉鞘

になること(Flg3)で識別できる｡なお､

センニンモは葉の先端が凸状となるので､

アイノコセンニンモとの識別は容易であ

るo　これらの特徴は標本でも明瞭である｡

富山市科学文化センター(TOYA)に所

蔵されている富山県産標本を検討したとこ

ろ､上記の特徴からアイノコセンニンモと

同定されるものが6点あった(SP3466､

sp3467 ;婦負郡保内村上野沼､ 1953. 8.

Table 1 CollectlOn data of Potamogeton kyushuensts wlth chromosome numbers

C:L'nelCbt;Orn Chnr:(zlnOb;eOrme Local･tt Cl冠n;nhel Cd7ecap:i:hel WaSordCat,:emP ;p:er,eeEn,I A"toaTapanlng

N16010　　　-　　Rlta Tateyama-cho.　0･8　　30

Nakanllkalヽa-gun

N17050　　　42　　MIZuhashl futasugl.　　2.0　　　30

Toyama C)ty

N17061　　42　　M)zuhashトJOganj).　　4 I 5　　40

Tn)anla Clt)

N17065　　　42　　MIZuhashl-futasugl.　4 , 5　　50

Totama City

N17()66　　　42　　MIZUhashl LChldabukuro‥.　2.0　　　60

Tolama Clt)

N17067　　　42　　MIZuhashl Shlnbo,　　1 5　　　30

Toyama City

N1 7068　　　42　　　　　　',　　　　　　　　　''　　　''

N17()69　　　42　　MIZUhashl ShoJl.　　　2 0　　20

Tc'yama Clty

N1 7O85　　　42　　MlzuhashHSe) a‥,　　　5.0　　　40

Toyama Clt)

N17086　　　42　　MIZUhashl lkedacho…,　2.0　　　30

Toyama Clt)

22.5

(Aug 19. -96)

13.9

(oct 3∴97)

12.9

(oct 4∴97)

13.6

(oct 4. '97)

14　5

(oct 4∴97)

15.3

(oct 4. ■97)

//

15.4

(oet 4/97)

15.8

(oct 24∴97)

18.4

(oct 24. ■97)

30　PC.S.RNS.ED

60　　PC S

40　　PO. PC, S

40　　PO, S

70　　PC. ED

60　　ED

//     //

7O PO. PC. S

70　　ED. PO, S

10 ED.S

Furukalla Channel

Sang0-rlta Channel

SakalmegaWa Channel

pc poL'L"iOgeloll CrlSPliS, PO P ox.vphyEE7tS･ S Sf･argamum SPp I RNS Ranunculus TZIPPo'ltCuS ､ar

sulJmerszts. Er) Egeγia de71Sa
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14､進野久五郎. S50319;富山市西中野

all lOm､ 1978.8.11､長井真隆　S25155､

S25L56 ;射水郡大門町鴨川鷲尾橋直上流

枕水内`llt　6m､ 1993.8.30､太FTl通人

S25173 ;高岡軒1`.･水町玄手川alt　6nl､

1993.9.16､大汗l通人) (FIE 1)｡ 44午前

に現在の婦負郡八尾町付近でもすでに採集

されており､富山県内では普通に分布して

いる可能性がある)

染色体数の算',iiは採集した個体の根を用

い､ 2mMの8オキシキノリンで前処理(8

-15℃､ 6-10時間)した後､ 45%酢酸固

定､酸祈雄一酢酸オルセイン押し潰し法に

よって行ったo前処理の条件に幅があるの

は､現地処坪によっているためである｡観

察した8産地9個体すべてにおいてZn-

42を算'起した(Tablel､ FlgS 4A.B)o染

色体は小型であったが､最大のものは長さ

1.7pm､幅1.1FLm､最小のものは長さ0.6

FLnl､幅0.4FLmと染色体祖中で各3倍近い

大きさの差があった｡一次狭窄は多くの染

色体で中部に観察された｡

これまでにセン二ンモの染色体数はZn

-56､ヤナギモは2n-28と報告されてい

る(Uehlyama 1989)o常願寺川水系10産地

のヤナギモ10個体を観察した結果もすべて

Zn-28であった(中田.長井1998)o　今

回初めて明らかになったアイノコセンニン

モの染色体数2n-42は､センニンモとヤ

ナギモの染色体数の中間の数であり､本種

が両種の雑種であるという説(Kadono &

wlegleb 1987)が支持される｡

アイノコセンニンモは九州南部の宮崎県

と鹿児島県に分布し､これまで他の地域か

らは報告されていない(Kadono&Wlegleb

1987､角野1993)｡今回新産地が見つかっ

たことで､九州南部に起源したものが水鳥

によって富山に運ばれて定着した､あるい

は逆に富山に起源したものが九州南部に運

ばれたという可能性と､多起源的に九州南

55

Flg 2　Leaf apICeS Of PotamogeEon kyushu-

ensiS, N17058 (left) and P ol･yPhyL-

lus. N17060 (rlght) scale lndlCateS

mm

Flg 3　Leaf bases of Pota〝wgeton kyus/W-

ensIS. N17058 (left) and P oxyphyl-

lus, N17060 (rlgllt) scale lndleateS

mm

部と富山で生じたという可能性が考えられ

る｡九州南部と富山を範閲に含む水鳥の移

動としてはカモ類の渡りがあり(cf高野

1989)､アイノコセンニンモの一部が泥と

ともに水かきに付着して散布されたと想像

することは難くない｡一方､富山県にヤナ

ギモは普通に見られるものの､セン二ンモ

は富山県植物誌(大田他1983)に氷見市

十二町潟からの記録があるだけで現在のと

ころ自生が確認されておらず､多起源説の

場合､かっては富山県にもセンニンモが分
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Flg 4　PhotomlCrOgraph (A) and e叩1anatory dlagram (B) of somatlC metaphase

chromosomes of Polanwgeton kyushuensts, N17050 (2n-42) Bar lndleateS ZFLm.

布していた､あるいは現在でもどこかに生

育していると考える必要がある｡カモ類の

渡りの軽路は富山に限られることでなく､

また､ヤナギモ､センニンモとも日本の各

地に分布することから(角野1994)､アイノ

コセンニンモが富山たけに隔離的に分布し

ているものとは考えにくい｡ヤナギモと誤

認されているだけで実際には日本に広く分

布していると考える方が自然であろう｡各

地のヤナギモの標本の再検討が必要である｡

なお､標本は富山県中央植物園(TYM)

に保存されている｡

アイノコセン二ンモの同'jEをいただいた

神戸大学卑学部の角野廉郎博士､標本の閲

覧を許可された富山市科学文化センターの

太田通人氏､蝶稿を読んでいただき有益な

助言をいただいた富山県中央植物園の黒川

迫博士に感謝いたします｡
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富山県117央絹物【毒獅什究紺'rz.

コケミズの染色体数

兼本　正

富山県中央植物園　〒939-2713富山県婦負郡婦中町上轡円42

Chromosome Numbers of Pilea PePloides (Gaud.) Hook et Arm,

Tadashl KanenlOtO

BotamC Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machl. Neトgun, To)ama 93912713. Japan

Abstract PILea PePlotdes LS Widely dlStrlbuted ln tropical and subtropleal zones

ln SOuth-eastern and eastern Asia, lnCludlng SOuth-Western Japan Among

cultivated plants of the specleS Obtalned from potted Nepenthes ampulLarla Jack

purchased from HachlJO Island, whleh lS lnCluded ln the dlStrlbutlOn range Of the

species. SOme large lndlVlduals were found They can not be separated taxonomト

cally from those of ordlnary SIZE aS Well as those collected ln OklnaWa Island

Chromosome number of 2n-24 lS COUnted ln the latter two, whereas 2n-36 lS

found ln the former Since the basIC Chromosome number seems to be x-12 1n

this Species. they can be considered dlPlold and trlPlold. respectlVely

Key words Puea pepLotdes. dlPlold, trlPlold

イラクサ科ミズ属のコケミズplleaf'e-

plotdes (Gaud) Hook et Arnは一年草で､

東南アジア､中国､朝鮮､太平洋の熱帯､

亜熱帯に広く分布し､日本では伊豆諸島､

小笠原諸島および本州中郡以西から琉球列

島に分布している(初島1975､大井1983､

佐竹他1982､島袋1990)｡またコケミス

は小型で､葉は円形一扇形で鈍頭､葉縁は

中部以上に浅い鋸歯があるか全線､花序柄

がなく傘状になり二股に分枝することか

ら､ p pet,loldes var ma]us. P swlnglet Merr

とともにミズ属中でSect DlmerlSに属す

るものとされている(Chen 1995)0

本研究ではイラクサ科植物の細胞学的研

究の一環として､従来報告のないコケミズ

の染色体の観察を行った｡

材料および方法

琉球列島沖縄島宜野湾市大山から採集し

た3個体と､ 1994年に八丈島八丈町中之郷

から購入したウツボカズラ科のNepenthes

ampuLlarlaJackのポットに混生していた10

個体および､その栽培中に得られた大型化

した3個体を材料として用いた(Tablel)｡

コケミズでは明瞭な3本の葉脈と葉の表

面に分布する鐘乳体と､裏面に分布する褐

色晩点をもつことが形態的な特徴とされて
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Table 1 Orlgln and Chromosome numbers of Pllea PePlotdes

Ouyama, GlnCIWan City

OklnaWa Isl. Oklnalla Pref

Chronl No oi

(n20m) ｡bPi…託se｡　no

24　　　　　　　3　　　P97001-P97003

Nakanogou. HachlJO-Cho.

HachlJO Isl , Tc'kyo Metropolis

Ordlnaly size lnd)vlduals　　24　　　　10　　　P970041P97013

Large size lndlVlduals　　　　36　　　　　3　　　P970141P97016

++

Bl tc ) I
Fig 1 Pllea peploldes A Plant collected ln OklnaWa

lsI B Common lndll,ldual from HachlJO IsI C

Large lndlVldual from HaehlJO Isl. Scale bars

lndlCate lOmm

いる｡琉球列島産コケミズと大型化した個

体を含む栽培されているコケミズの葉脈､

柴の表の鍾乳体､裏の褐色腺点の分布およ

び葉形､鋸歯を観察した｡

染色体の観察には根端分裂組織を用いた｡

材料の根端約1cmを切りとり､ 0.002M

8-hydroxyqulnOllne水溶液(15℃)で4時

No3

間前処稗し､ 99.5%エタノールと酢酸の混

合液(3:1)中(5℃)で24時間固定した｡

国定した根端分裂組織を1規定塩酸と45%

酢酸(2:1)の混合液中(60℃)で20秒解

離し､根端分裂組織0.5mmを切りと()､2%

アセトオルセインで30-40分染色し､押し

つぶし法によりプレパラートを作製した｡
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Flg 2　PtleaPeJ)lotdes. A. D and G Plantcollected ln OklnaWa IsI B, E and

H･ Common lndlVldual from Hachl)0 IsI C, F and I. Large lndlVldual

from HaehlJO IsI A-C Upper vleWOfleaves D-F CystelLtheson the

lear surface G-1･ Glands on the leaf reverse Scale bars ln C and I

lndlCate 1mm, for A to C and D to I, respectll,ely

59
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A I,:-i:7: '.L･ '･:I;:.'l ･.･･.l･ I.
ー　　　　　　　ヽ　■

●

B･　　､ I c　■r ∫

Flg 3　PhotomlCrOgraPhs of somatle ehromosomes at metaphase of Pllea

PePlotdes A Plant collected ln OklnaWa lsI B Common lndlVldual from

Hachl)0 IsI C Large lndIVldual from HachlJO IsI Scale bars lndleate lFLm

証拠標本は富山県中央植物園標本重

(TYM)に保管されている｡

結果および考察

琉球列島産のコケミスは茎が葡伏し､茎

の節から発根し植物体が斜上していた

(FI菖 lA)C　葉は菱形で､全線､明瞭な葉

脈は1本だけ観察され(Flg 2A)､鐘乳体

は葉の表面全体に分布していたが､不明瞭

であり(Flg 2D)､褐色腺点は葉の裏の先

端から1/3ほどの面積に分布していた

(Flg 2G)｡大型化した個体も含め栽培さ

れているコケミスは茎が直立し(FlgS IB,

C)､葉は扇形､葉先から葉脚にかけて波

状緑となり､明瞭な葉脈は3本観察され

(FIピS 2B,C)､錘孔体は琉球列島産コケミ

No3

ズより密に葉の表面に分布していた(FlgS

2E.F)o褐色腺点は裏面全体に分布し(FlgS

2H,I)､また大型化した個体では､大きさ

以外に形態的な違いは認められなかった｡

Tablelに示した通り､琉球列島産コケ

ミスの3個体と､栽培されている小型のコ

ケミズの10個体からZn-24が算定された

のに対して(Figs 3A,良)､大型の3個体

からは2n-36の染色体数が算'jiiされた

(Flg 3C)｡いずれも染色体長は2/Jn-以下

であった｡栽培されているコケミスと琉球

列島産コケミズは外部形態にやや違いが認

められたが､染色体数､染色体長について

の違いは認められなかった｡

ミス属はこれまでに19種について染色体

数が報告され､その内10種はZn-24､ 3

種はn-12､ 1種はn-24であることから
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(Col(1blatt 1981. 1984, 1991, 1994) ､基本数

はX-12と考えられる｡従って今回算定

された2m-24は二倍体､ 2n-36の個体は

三倍体と考えられる｡コケミズはミズ属の

sect DlnlerlSに属しているが(chen1995)､

今回観察した染色体の特性からはsect

DlmerlSを設ける積極的な理由は認められ

なかった｡

イラクサ科ではカラムシ属のヤ7マオ

(2n-42)､ゲンカイヤブマオ(2n-42)､

タンナヤフマオ(2m-42)､ウスハラセイ

タソウ(2n-42)､シマナカハヤブマオ(2m

-42)､コアカソ(2n-42)などの自然三

倍体が報告されている(Yahara 1983)｡ま

たカラムシ属以外にも､ウワハミソウ属の

ウワハミソウ(2n-39)､ヒメウワハミソ

ウ(2n-39),ヤマトキホコリ(2n-39)

なと'が三倍体であることが確認され(東本

未発表)､サンショウソウ属でもサンショ

ウソウ(2n-39)､キミス(2n-39)が確

認されている(兼本末発表)｡ミズ属では

コケミズ以外にミズ(2n-24),アオミス

(2n-24)においてもそれぞれ2m-36の

自然三倍体が確認されている(兼本未発

秦)｡したがってイラクサ科においては自

然三倍体の存在は普遍的に認められ､その

事がイラクサ科が種多様性を示す重要な要

因となっていることが考えられる｡

6I
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Materials for the Flora of Toyama (2)

Takaak1 0ohara & Masashl Nakata

Botanle Gardens of Toyama.

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machl. Neトgun, Toyama 939-2713, Japan

Abstract As the results of our recent fleld surveys. ten taxa are newly recorded

as members of the flora of Toyama Prefecture･ They are Pota}nogeton mentalts･

Alra CaryOPhyllea, A. eleganttss抑a. Setayla PaLltdejusca, SclrPus Juncoldes var

ohwlanuS. Juncus bu/onluS. Cheγwpodtum glaucum, AtrlL,lex hastata, Spergulayta

bocconll and Silene anhrrh川a Two of them, Potamogelon ortentalts and Setarta

pallLde-fusca have been reported under different names. whlCh were erroneously

applled to them AddltlOnal localltleS ln To)lama Prefecture are reported for

Cyperus I,olyslachyos, Bolboschoenus marittmus･ FlmbrlSlylts squarrosa var esquarro~

sa whlCh have been known from only a few loealltleS Specimens Clted ln this

paper are preserved ln the herbarla Of the Botanle Gardens of Toyama (TYM) or

of the Toyama SclenCe Museum (TOYA)

Key words Flora, new records. new loeaLltleSI Toyama･ vascular plants

富山県のフロラに関する文献としては､

大阿ほか(1983)､泉(1980､1988､1989a,b)､

太田(1996)､大原ほか(1997)などがあ

るが､富山県のフロラが解明されたとは言

い難いo筆者らは､富山県内における植物

相とその分布を明らかにする目的で､屋外

調査を続行しているCその結果､新たに富

山県のフロラに追加される植物や､吉山県

内での記録が少ない植物の新たな生育地が

確認されたので報告する｡

今回富山県新記録として報告するアイノ

コイトモPolam0getOll OrlentallS Hagstr ､ヌ

カススキAtya caryoPhylLea L､ハナヌカス

スキA elega71ltsslmaSchur､コップキンエ

ノコロ　SeEana j'aLLtdejusca (Sehumach)

stapfetC E Hubb､イヌホタルイSclrPus

ju7mtdes Roxb var ohunanus (T Koyama)

T Koyanla､ヒメコウガイゼキショウJuncltS

bufonuiS L､ウラジロアカサChe"oPodlum

glaucum L ､ホコガタアカサAlrゆIex hastata

L ､ウシオハナツメクサSperglLLana boccomt

(scheele) Ascherson et Graebner､ムシト

リマンテマStlene anhrrhlna Lはいずれも

前述の文献にはその名があげられていな
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いr/このうちイヌホタルィ､ヒメコウガイ

ゼキショウは富山市科学文化センターの標

本庫(TOYA)に県内で採集された標本が

収蔵されていたが､文献記録がなかったも

のである｡また､アイノコイトモ､コップ

キンエノコロは県内で採集された標本がそ

れぞれ類似の分類群と混同されていたため

にこれまで報告がなかった｡

イガカヤソ1) CJ,Perus Polyslachyos Rottb ､

エゾウキヤカ　ラBolboscJwenus marulmllS

(I. ) palla､メアセテンツキF川tbnstyliS Sqttar

rosa vahl var esquarrosa MaklnOは富山県内

での自生記録がごく少数しか知られていな

かったが､今回新たな自生地が確認された｡

以下一に報告するこれらの植物について

は､特記しない限り証拠標本を作成し､富

山県中央植物園標本庫(TYM)に収蔵し

てある｡

Flg 1 Upper part of Polam0getOH OnentallS

c0日ected ln Toyama (splrlt COllectlOn)

No3

1.アイノコイトモPotamogeton ortenEalts

Hagstr　ヒルムシロ科

富山県新記録｡本種はヤナギモに似た沈

水植物で､角野(1994)には｢ヤナギモよ

り葉が細く､イトモよりやや大きめの水草｣

と書かれている｡葉の幅が2mm前後で､

花期の終わりでも花茎が1-2cm､花穂

が5mm以下と小型であることで本種と同

定した(Flg 1)｡常願寺川水系の扇端部か

ら沖積平野部にかけての水路12地点で確認

されたが､多くはホソバミズヒキモやヤナ

ギモと混生しているため､比較すると形態

の違いがよくわかる｡冒頭の文献の他､

1995年の『富山県の水生植物』にも触れら

れていないが､角野(1994)のアイノコイ

トモの分布図(p45)には富山県内にプロ

ノトがある｡しかしデータが記されていな

いため､文献記録としては今回が初と思わ

れる｡富山市科学文化センターに所蔵され

ているヤナギモおよびイトモの標本を検討

したところ､小矢部市､富山市､入善町か

ら採集された7点がアイノコイトモとl粥正

され､県内に普通に分布しているものと思

われる｡染色体数は2n-28 (中田･長井

1998) ｡

参考標本:富山県下新川郡入善町下飯野

(原記録:飯野)､大円　弘､ 1957.8　-

(TOYA 48504) ;富山市清水町いたち川､

太出道人､ 1986.7.4 (TOYA 15449) ;

富山市大泉いたち川,富山東ライオンスク

ラフ(327)､ 1989.10.14 (TOYA 30862)

;富山市町袋(中川排水路)､中円政rlJJ

16033､ 1996. 8.25 (TYM) ;富山市西田

地方二J`目(冷川排水路)､中田政司16064､

1996.8,31 (TYM) ;富山市新総曲輪(松

川)､中田政司16069､ 1996.8.31 (TYM)

:冨山市黒瀬(太EEl川排水路)､中田政FJ

17044､ 1997. 9.23 (TYM) ;富山県小矢

部市臼谷､大田　弘､ 1970.8.18 (TOYA

48560-48563)
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2.ヌカススキ▲llrararyOPhJ,ELeaL　イネ科

富山｣県新記録)神通川中流から河口にか

けての河川敷および新湊市海王町の埋立地

に生育しているのを確認した｡特に､神通

川河川敷のうち､カワラヨモギやカワラハ

ハコがみられるやや安'/正した部分ではきわ

めて個体数が多く､かなりの面積で本種が

最優占種となっているのが観察された｡本

種が自生するヨ一口ノバでは､ ′ト穂の長さ

や′ト花柄の長さなどに変化が多いようであ

るが(Tutln 1980),今回確認した地域で

はこれらの形質についてはほほ一棟で､菅

を除いた小穂の長さは約2.5mm､最も長い

小花柄の長さは5nlmであった(Flg 2)｡

参考標本:富山市黒瀬契島､大原隆明､

1997.5.26 (TYM) ;富山市黒瀬契島､大

原隆明､ 1997.7.3 (TY～1) ;富山市四方

西岩瀬､大原隆明､ 1997.6.27 (TYM) ;

富山県婦負郡婦中町塚原､大原隆明､

65

1997. 6.26 (TYM)こ富山県新湊rl]-海t:_町､

大原隆明､ 1997.7.5 (TYM)

3.ハナヌカススキ　AH.a eLegalltlSSlma

schur　イネ科

富山県新記録｡本種はヌカススキとlFll域

のヨ一口ノバT,El:産の植物で､外観上よく似

ているが､空を除いた′ト穂は2mm以下で

ある点､小花柄は小穂長の2-5倍ある点､

下方の小花は無菅である点を確認し､本種

と同定した(FIピ 2)｡今回の調査では､神

通川中流のメカススキ集LfE中に混生してい

るのが観察されたが､その個体数はヌカス

スキよりも遥かに少なかった,,近県では新

潟市(池上1986)に記録がある,,

参考標本:冨山市黒瀬契島､大原隆明､

1997.7.3 (TYM) ;富山県婦負郡婦中町

塚原､大原隆明､ 1997. 6.26 (TYM).

Flg 2 Inflorescences of two spleeleS Of Atra. coHected ln Toyama Prefecture

(TYM) A･ A caryophylLea B. A. eleganhss17na Scale lndlCateS mm
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4.コップキンエノコロSetarlaPalltde

fusla (Schumach) Stapf et CEHubb

イネ科

富山県新記録0　本種はキンエノコロ

setariaglauca (L) Beauvによく似るが､管

状の小枝の刺毛が紫褐色を帯びるか薄色で

ある点､小穂が2.8mm以下で小さく長楕円

形である点､円錐花序の帽が狭い点などで

識別できる(大井1982､ 1983､北村ほか

1964)｡本種は日本各地に生育するとされ

る(大井1982､ 1983､北村ほか1964)が､

本県ではこれまで報告がなかった｡しかし

今回これに当たると考えられるものを富山

市および婦中町で確認した(Flg 3)｡また､

富山市科学文化センターに所蔵されている

標本を調査したところ､コップキンエノコ

ロと同定された県内採集標本はなかった

が､キンエノコロと同定された標本の半数

近くが本種と考えられるものであった｡こ

のことから､本種は本県では決して稀なも

のではなく､キンエノコロと混同されてき

たために記録がなかったものと思われる｡

なお､今回本種が採集された場所はいずれ

も水田の畔などのやや湿潤で肥沃な場所で

あり､キンエノコロが多い乾燥気味の草地

ではほとんど確認できなかった｡

参考標本:富山県下新川郡朝日町横山

(原記録:横山村)､大田　弘､ 1938.9.4

(TOYA 36504) ;富山市水橋柳寺-川原

石政5malt､太田道人､1983. 9.21 (TOYA

10948, 10949)､富山市水橋魚窮一市江Z

m alt､ 1983.9.21 (TOYA 11438)､富山

市水橋寺町-金屋10m alt､太EEI道人､

1983. 9.14 (TOYA 11370) ;富山市黒崎

種田割､大原隆明､ 1997.ll.8 (TYM) ;

富山市草島高砂､大原隆明､ 1997.12.15

(TYM) ;富山市富山大橋-荻浦橋5m alt.

(神通川河川敷)､森久枝ほか､ 1984.9.18

(TOYA 15056) ;富山市金山新､永日　修､

1982.8.30 (TOYA 8245) ;富山市三熊室

No3

住池上80m alt､太田道人､ 1983.9.6

(TOYA 10934) ;富山県婦負郡婦中町塚

原､大原隆明､ 1997.ll.7 (TYM) ;富山

県婦負郡婦中町上轡田､大原隆明､

1997.ll.21 (TYM) ;富山県婦負郡婦中町

羽根､大原隆明､ 1997.7.19 (TYM) :富

山県婦負郡婦中町平等50m alt､太田通人､

1986.9. 9 (TOYA 38989) ;富山県射水

郡小杉町､進野久五郎､ 1984. 9. 7 (TOYA

1699).

5.イガガヤツリCyperus polystachyos Rottb

カヤツリグサ科

本種は日本では関東地方以西の本州一琉

球の海岸に分布するとされる(大井1982､

1983､北村ほか1964)が､秋田県(藤原

1997)や岩手県(岩手県植物友の会1970)､

福島県(福島県植物誌編さん委員会1987)

にも記録がある｡富山県内の確実な記録と

しては､下新川郡入善町園家山で採集され

た標本(TOYA 12939, 16113)をもとに

した太田(1988)の報告がある｡また､魚

津市僧ヶ岳周辺の植物リスト(Nagal eLa1

1979)中にも本棟の名があげられているが,

これについては標本を確認することができ

なかった｡今回､本種の生育に適した環境

と思われる県中西部の海岸を調査したとこ

ろ､富山市および高岡市で各1箇所の新た

な生育地を確認することができた｡これら

の場所はいずれもやや湿潤な海浜砂地であ

り､かなり多くの個体がコウボウシバやア

ゼガヤツリなどとともに生育するのが観察

された｡

参考標本:富山県下新川郡入善町固家砂

丘東側隣接地､小路登一､ 1969. 9.-

(TOY) ;富山県下新川郡入善町国家山､

小路登一､ 1969. 9.25 (TOYA l1668､

12939､ 32896) :富山県下新川郡入善町幽

家山､長井真隆､1969. 9.29(TOYA 16113)

;富山市草島高砂､大原隆明､ 1997.10.17
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Flg 3 1nflorescence of Setana palllde-fus-

ca collected ln Toyama Prefecture

(でYM) ;富山県高岡市伏木国分､大原隆

明､ 1997.8.23 (TYM).

6.エゾウキヤガラBolboschoenus manl1-

mus (し.) pallaカヤツリグサ科

本種は日本各地の沿海の湿地に自生する

とされている(角野1994)｡富山県では

1992年に氷見市十二町潟で初めて生育が確

認された(小路1993)が､その後新たな

自生地は発見されていない｡富山県水生植

物研究会(1995b)には､富山県内で絶滅

が危倶されている植物のひとつとしてとり

あげられているQ　しかし今回､新湊市海王

町および高岡市国分の2箇所で結実期にあ

る株を多数確認することができたoいずれ

の場所でもlmXlm程度のパッチを数カ

所形成しており十分な結実が観察された

(Flg 4)が､高岡市の生育地と新湊市の生

67

Flg. 4　Hablt Of Bolboschoenus maritlmuS ln

ShlnmlnatO Clty, Toyama Prefecture

育地では環境的にやや差がみられた｡高岡

市の生育地は湿潤な海浜砂地であり､本種

はフトイやホタルィ､コウボウシバ､イガ

ガヤツリなどと混生していた｡一方､新湊

市の生育地はロシアなどの外国貨物船が頻

繁に行き来する港湾の埋め立て造成地であ

る｡周囲に生育する植物の大半は､後述す

るウシオハナツメクサをなど外来品と思わ

れるものであった｡エゾウキヤガラは日本

のほかユーラシア大陸北部に広く分布する

とされる(小山1980)ので､新湊市の集

団は本来の自生によるものではなく､他所

から運ばれてきたものであるかもしれな

いo Lかし､同地は過去に潟湖である放生

津潟が存在した場所であり､過去にそこに

自生していたものの埋土種子が唆設工事に

よって地表にあらわれ､発芽･生育したも

のである可能性も否定はできない｡
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参考標本: ′Li･.'山県新湊市漸亡町､大味隆

明､ 1997　7.5 (TIM) ;'E山県高岡市伏

イ哨分､大原降明､ 1997.7.13 (TYM) ;

富山Lt.1,氷見市卜二町潟水郷公園5m alt､

長井il･:.隆､ 1992　6.7 (TOYA 45529)I

7.イヌホタルイ　S川や7LS ]ZulCOldes Roxb

val OhuwmS (T Koyama) T Koyama

カヤツリクサ科

富IIJ県新記録o　イヌホタルイとホタルイ

S ]L川'OtlLes Roxb mr lwEarl‖ (Ohwl) Ohwl

は)ロト棟内の変種でありよく似ているが､

イヌホタイルイでは全体に大型で茎に隆条

があること､柱虎数はほとんどのものが2

であり結果がレンズ形であること､ 1茎に

つく′ト枚数が多いことなとでホタルイから

識別できる(角野1994)｢今回､富山市お

よび婦中町の湿地3箇所でこれに当たると

＼

＼.1く

考えられるものが採駐されたくF.ど 5),イ

ヌホタルイは全国的に分布するとされる

が､富山県でのこれまでの記録はホタルイ

のみであり､イヌホタルイが産するとの報

告はみられなかったo富山市科学文化セン

ターの標本庫を調査したところ､既に太田

通人氏がイヌホタルイとl司'Jiされた標本

(TOYA 46639)が収蔵されていたが未発

表であるため､文献記録としては今回が初

と思われる｡なお､富山市科学文化センター

に収蔵されているホタルイと同'起されてい

た標本についても確認したところ､その約

半数はイヌホタルイと考えられるものであ

ったD　このことから､本種は本県では稀な

ものではなく､ホタルイと混同されていて

いたため報告がなかったものと思われるo

なお､角野(1994)や勝山(1988)は､1'-也

ではイヌホタルイのほうが普通に生育する

＼JI
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としている　ノ.･二川j市周辺の実地観察でもホ

タルイはほとんど観察されなかったことか

ら考えると､本爪でも低地ではイヌホタル

イのほうが普)郎勺に生育していると思われ

るノ

参考標本二'Ll:I.lL雌黒部市生地,長井兵降､

1978.7.21 (TOYA 14698) ;富山市水橋

柳Jj=-川原イ]J政5m alt､太田通人､ 1983･

9.21 (TOYA 11397) ;富山市水橋辻ケ登､

坂卜栄作､ 1985,7.10 (TOYA 31991) ;

't･-;;tll市水橋畠等､坂下栄作､ 1985. 8.18

(TOYA 32285. 32286) ;富LLl市三熊90m

こ11t ､太田迫八､ 1990. 7.13 (TOYA 22945)

'占..'Ll｣市岩軌11-.古町､大原隆明､ 1997. 7

12 (TYM) :富Ll】市岩瀬古志町､大圧那星明､

1997.8.24 (TYM) :富山市山本､大FFl

弘､ 1983. 7.13 (TOYA 35196) ;富山市

整m20nlalt､森久枝､ 1984. 8.29 (TOYA

18722) ;富山市萩T,Ft.大原隆明､ 1997.

7 ,10 (TYM) ;富n県婦負郡婦中町萩島､

)(l別を明､ 1997,8.8 (TYM) :富山県婦

負郡八尾町桐谷360m-500ml alL太FFl道

人､ 1983. 8.26 (TOYA 10886) ;富山県

高岡市愛別Il12malt､太田道人､ 1992,9.

7 (TOYA 24491.24492) ;富山県氷見市

森寺10nl alt ､太田通人､ 1989.10.18 (TOYA

22788) ;富山県氷見市懸札原山峠38Om

alt､太田道八､ 1984.8. 1 (TOYA 30465)

;富山県小矢部市道坪野100m alt､依靴音

胤､ 1993. 9.13 (TOYA 24861) ;富山県

東砺波郡利賀村大勘場750m- alt ～水無ダム

900m alt､ 1983. 8.27 (TOYA 10816) ;

富山県東砺波郡利賀村岩淵利賀川岩淵橋左

岸､太田通人､ 1983. 9.27 (TOYA 46639).

8.メアゼテンツキFtmbrlStyllS SquarrOSa

vahl vat･ esqitarrOSaMaklnO　カヤツリグ

サ科

富山県に普通に生育するとされる母種ア

セテンツキF71nbyiSt_VliS SqttarrOSa Vahl var

69

Sl/1LarrOSaとは変種関係にありよく似ている

が､今回新湊市海T_町で確認したものは､

小穂の鱗片の先の菅がほとんど反曲しない

ことから本変位とIH-I,Jiiした(I:1g G)(.人111

ほか(1983)は､本県ではメアセテンツキ

の生育はこく柿であると述べ､ l'lq:_地とし

て小杉町勅使池､失ナ谷池の2筒所を挙げ

ている..また､大附　く1980､ 1982)にLlu;I

丘陵での記録があるが､太rll (1994)はそ

の後の同所の調査では確認されなかったこ

とを報告している｡なお､ '結rLLrrl]一科学文化

センターに収蔵されている県内産の標本

も､勅使池および小杉町上野で採集された

2点のみであった(メアゼテンツキとIr,lJ,ii

されていた八堪町産の標本(TOYA 51143)

はヒメヒラテンツキであった)｡今回確認

されたものは確実な自生地としては3筒所

目の記録となる｡今回確認した場所では多

数の個体が生育し､生育状態も良好であっ

た｡しかし､ここは上述のエゾウキヤガラ

の確認地とI'】Jじ港湾内の埋立地であり､か

つ本変種の分布域は日本のほか朝鮮､中国

東北部､ウスリー､インドネシア､オース

トラリアと広いことを考えると､本来の自

生によるものではない可能性もあるo

参考標本:富山県婦負郡婦中町勅使ケ池

(原記録:池多村)､古藤涼､ 1938･10･16

(TOYA 36265) ;富山県射水郡小杉町l二

野20nlalt､太田通人､ 1991. 7.15 (TOYA

23171) ;富山県新湊市海王町､大原隆明､

1997.7.5 (TYM).

9.ヒメコウガイゼキショウJultCuSbuio-

ntusL　イグサ科

富山県新記録｡本種はほとんど全世界的

に分布し､ E]本でも北海道から九州にかけ

て広く分布するとされている(大井1983､

佐竹1982､北村ほか1964)が､富山県で

はこれまで確実な生育記録が報告されてい

なかった｡しかし今回､新湊市海圭町で結
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'k期の個体を確認､採集した｡生育がみら

れたのは′ト血横ではあるが､個体数は少な

くなかった_　また､生育状況も良好で､多

数の粁夫が観察された(Flg 7)=富山市科

学文化センターの標本庫を調査したとこ

ち. ,((1/L糾すおよび八糧町で採集された2点

の標本が既に収蔵されていたが､文献記録

＼い.1

としてはこれまで報告されていないQ芹沢

(1996)は､本種は分布域が広い割には個体

数が少なく､愛知県では気付かれないまま

に絶滅するuJ'能性があることを述べているr_

本県でも本種はそれほとヾ普遍的な植物では

ないと思われるが､観察できる時期が限ら

れた地味な一年草であるために見過ごされ

ている可能性が高く､今後の調査を安する

植物の一つと考えられるo　ただし､今回新

湊市で確認されたものは､上述のエソウキ

ヤガラやメアゼテンツキ同様の押由から､

本来の自生品ではない可能件も否めない,,

参考標本:富山県魚津市経円寿町片貝川

落合橋下流左岸2m alt､ fl'須秀知65､

1994. 6. 8 (TOYA 29954) ;富山県婦負

郡八尾町イIA戸58m all (井田川河川敷

13.6km)､太田通人､ 1992.7.2 (TOYA

43587) ;富山県新湊市海干町､大原降明､

1997.7.5 (TYM)
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10.ウラジロアカサche'70Po([‖川Z glmtCZL"a L

アカサ杵
I.I.川ILl.㌔新,.己茅読　本桂はユーラシアの原産

であり､日本では北海道から九州でみられ

るとされている(北川1982)っ　今rQl､ヒ述

のエソウキヤカラなとと同じ新湊市海壬町

で本棟を確認､採集したo現地では多数の

個体が′1:_育しており.よく結実しているの

か観察された｣なお､近県では池上(1986).

FjHL H983)がそれぞれ､新潟市､石川県

能管半島の海岸部に生育することを報告し

ている

参考標本:富山県新湊市梅干町､大味隆

明､ 1997.6　5 (TYM).

ll.ホコガタアカサ√=npLex /taslala L

アカサ科

富Il雌新al録｡久内(1950)によれば､

本種はヨ一口ノバ原産の帰化植物であり､

戦後東京で散見されるようになったとされ

ている｡今回木柱が確認されたのは新湊市

海竜町の富山新港北東岸で､近年埋めg_て

造成が行なわれた場所であるo　この場所で

は道路脇の日当りのよい路地に小さな集団

を形成しているのが確認された｡なお､近

県では池上(1986)､里見(1983)がそれ

ぞれ､新潟県佐渡島､石川県能登半島の富

山湾側の海岸部に生育することを報告して

いる｡

参考標本:富山県新湊市海竜町､大原隆

明､ 1997.6.5 (TYM).

12.ウシオハナツメクサspergularta bocco-

nll (Scheele) Ascherson et Graebnerナデ

シコ科

富山県新記録｡本種は南ヨ一口ノバ産の

帰化植物であるが､これまで同属のウスべ

ニッメクサs ntbra(L) Preslやウシオツ

メクサS mar177a (L) GrlSeb　との間で混乱

がみられた｡この経緯については大場

71

(1987)に詳しいノ/-,HlJl新湊rTll柾1-町の港

湾埋V.地で生育が確認されたウシオソメク

サ属植物は､全体に腺毛が多く枝は開.LIL.し､

托柴の基部が癒着し先端が鮒ナないこと､

雄蕊が3-5本であることなとから､ウシ

オハナソメクサと同'/ifした　現地では前述

のウラシロアカサなどとともに約50個体ほ

どが生育していたが､いずれも開花､結実

しているのが観察された.なお､ウスべニ

ッメクサは太M (1986)により県内に入っ

ていることが報告され,標本も富LIJrけ科学

文化センタ-に収蔵されている(TOYA

12764)｡今回この標本についても観察を行

なったが､こちらは花弁全体が淡紫紅色で

あり､托柴は離生し先端が細裂しているこ

と､雄蕊は約10本あることから､確かにウ

スへニッメクサにあたるものと考えられ

る｡

参考標本:富山県新湊市梅干町､大原降

明､ 1997.6.5 (TYM)

13.ムシトリマンテマ　SILeneanlirrhlna L

ナデシコ科

富山県新記録し　本種は北アメリカ原産の

帰化植物であり(奥山1951)､国内では庄

野県(奥山1951)､神奈川県(粗山1988)､

岡山県(狩山･′ト畠1990)などから点々

と報告されている｡富山県内では今年初め

て吉山市の3地点で生育が確認された｡こ

のうち､黒瀬契島および萩原の2地点はい

ずれも神通川中流の河川敷の草地内であ

り､ムシトリナデシコやカワラヨモギ､カ

ワラハハコや前述のヌカススキなどととも

に生育していたが､個体数はわずかであっ

た｡一万､四万西岩瀬の確認地点は海岸の

砂地であり､コハンソウやメマツヨイグす､

ボウムギなどとともに約50個体が生育して

いるのが観察された｡いずれの場所でも､

よく結実しているのが観察された｡

参考標本:富LLI市rq方西岩瀬､大原隆明､
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1997, 6.27 (TYM) ; '富山市掛軸契島､大

原隆明､ 1997.7.3 (TYM) ;冨山市萩原､

大I別を明､ 1997. 7.10 (TYM).

各種の標本の閲覧に便官を頂き､貴重な

情報を提供頂いた富山市科学文化センター

学芸員太田道人氏､主事坂井奈緒了･氏､な

らびにイガガヤツリに関して貴轟な情報を

J,6-いた上､標本を寄贈いただいた′ト路登-

氏に深く感謝申し卜げます｡
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